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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末と通信する基地局であって、
　拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするためのリソースブロックセットを
前記端末に関して設定する上位レイヤーと、
　前記リソースブロックセットに含まれる複数のリソースのうちの１つ以上のリソースを
用いて前記拡張物理下りリンク制御チャネルを送信する送信部とを含み、
　前記リソースブロックセットは複数のリソースブロックペアを含み、
　前記複数のリソースブロックペアの各々は、番号付けられた所定数のリソースエレメン
トグループを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記上位レイヤーによって設定される情報に
基づいてディストリビュートタイプとローカライズドタイプとのいずれかを用いて送信さ
れ、
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうちの１つのリソースブロッ
クペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成され、
　前記ディストリビュートタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうち２つ以上のリソース
ブロックペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成されることを特徴
とする基地局。
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【請求項２】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのスタート位置は、上位レイヤーパラメータに基
づいて決定され、
　前記送信部は、前記上位レイヤーパラメータによって設定されるサブフレーム上の前記
拡張物理下りリンク制御チャネルを送信することを特徴とする請求項１に記載の基地局。
【請求項３】
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースは、前記リソースエレメントグループに付された番号を所定の数で除した余
りに基づいて構成されることを特徴とする請求項１に記載の基地局。
【請求項４】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、少なくともセル固有参照信号または伝送路状
況測定用参照信号がマッピングされないリソースエレメントを用いて送信されることを特
徴とする請求項１に記載の基地局。
【請求項５】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れるＯＦＤＭシンボルとは異なるＯＦＤＭシンボルで送信されることを特徴とする請求項
１に記載の基地局。
【請求項６】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる第１の送信ポートとは異なる第２の送信ポートが用いられて送信され、
　前記第１の送信ポートは、セル固有参照信号の送信に用いられる送信ポートであり、前
記第２の送信ポートは、復調参照信号の送信に用いられる送信ポートであることを特徴と
する請求項１に記載の基地局。
【請求項７】
　基地局と通信する端末であって、
　拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするためのリソースブロックセットが
前記基地局によって設定され、
　前記リソースブロックセットに含まれる複数のリソースのうちの１つ以上のリソースに
対して前記拡張物理下りリンク制御チャネルの候補をモニタリングする制御チャネル処理
部を含み、
　前記リソースブロックセットは複数のリソースブロックペアを含み、
　前記複数のリソースブロックペアの各々は、番号付けられた所定数のリソースエレメン
トグループを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、上位レイヤーによって設定される情報に基づ
いてディストリビュートタイプとローカライズドタイプとのいずれかを用いて送信され、
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうちの１つのリソースブロッ
クペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成され、
　前記ディストリビュートタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうち２つ以上のリソース
ブロックペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成されることを特徴
とする端末。
【請求項８】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルのスタート位置は、上位レイヤーパラメータに基
づいて決定され、
　前記制御チャネル処理部は、前記上位レイヤーパラメータによって設定されるサブフレ
ーム上の前記拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングすることを特徴とする請求
項７に記載の端末。
【請求項９】
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる



(3) JP 5884152 B2 2016.3.15

10

20

30

40

50

前記リソースは、当該リソースエレメントグループ番号を所定の数で除した余りに基づい
て構成されることを特徴とする請求項７に記載の端末。
【請求項１０】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、少なくともセル固有参照信号または伝送路状
況測定用参照信号がマッピングされないリソースエレメントを用いて送信されることを特
徴とする請求項７に記載の端末。
【請求項１１】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れるＯＦＤＭシンボルとは異なるＯＦＤＭシンボルで送信されることを特徴とする請求項
７に記載の端末。
【請求項１２】
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる第１の送信ポートとは異なる第２の送信ポートが用いられて送信され、
　前記第１の送信ポートは、セル固有参照信号の送信に用いられる送信ポートであり、前
記第２の送信ポートは、復調参照信号の送信に用いられる送信ポートであることを特徴と
する請求項７に記載の端末。
【請求項１３】
　端末と通信する基地局の通信方法であって、
　拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするためのリソースブロックセットを
前記端末に関して設定するステップと、
　前記リソースブロックセットに含まれる複数のリソースのうちの１つ以上のリソースを
用いて前記拡張物理下りリンク制御チャネルを送信するステップとを有し、
　前記リソースブロックセットは複数のリソースブロックペアを含み、
　前記複数のリソースブロックペアの各々は、番号付けられた所定数のリソースエレメン
トグループを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記上位レイヤーによって設定される情報に
基づいてディストリビュートタイプとローカライズドタイプとのいずれかを用いて送信さ
れ、
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうちの１つのリソースブロッ
クペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成され、
　前記ディストリビュートタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうち２つ以上のリソース
ブロックペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成されることを特徴
とする通信方法。
【請求項１４】
　基地局と通信する端末の通信方法であって、
　拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするためのリソースブロックセットが
設定されるステップと、
　前記リソースブロックセットに含まれる複数のリソースのうちの１つ以上のリソースに
対して前記拡張物理下りリンク制御チャネルの候補をモニタリングするステップとを有し
、
　前記リソースブロックセットは複数のリソースブロックペアを含み、
　前記複数のリソースブロックペアの各々は、番号付けられた所定数のリソースエレメン
トグループを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記上位レイヤーによって設定される情報に
基づいてディストリビュートタイプとローカライズドタイプとのいずれかを用いて送信さ
れ、
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうちの１つのリソースブロッ
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クペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成され、
　前記ディストリビュートタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうち２つ以上のリソース
ブロックペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成されることを特徴
とする通信方法。
【請求項１５】
　端末と通信する基地局に実装される集積回路であって、
　拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするためのリソースブロックセットを
前記端末に関して設定する機能と、
　前記リソースブロックセットに含まれる複数のリソースのうちの１つ以上のリソースを
用いて前記拡張物理下りリンク制御チャネルを送信する機能とを含む一連の機能を前記基
地局に発揮させ、
　前記リソースブロックセットは複数のリソースブロックペアを含み、
　前記複数のリソースブロックペアの各々は、番号付けられた所定数のリソースエレメン
トグループを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、上位レイヤーによって設定される情報に基づ
いてディストリビュートタイプとローカライズドタイプとのいずれかを用いて送信され、
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうちの１つのリソースブロッ
クペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成され、
　前記ディストリビュートタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうち２つ以上のリソース
ブロックペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成されることを特徴
とする集積回路。
【請求項１６】
　基地局と通信する端末に実装される集積回路であって、
　拡張物理下りリンク制御チャネルをモニタリングするためのリソースブロックセットが
設定される機能と、
　前記リソースブロックセットに含まれる複数のリソースのうちの１つ以上のリソースに
対して前記拡張物理下りリンク制御チャネルの候補をモニタリングする機能とを含む一連
の機能を前記端末に発揮させ、
　前記リソースブロックセットは複数のリソースブロックペアを含み、
　前記複数のリソースブロックペアの各々は、番号付けられた所定数のリソースエレメン
トグループを含み、
　前記拡張物理下りリンク制御チャネルは、前記上位レイヤーによって設定される情報に
基づいてディストリビュートタイプとローカライズドタイプとのいずれかを用いて送信さ
れ、
　前記ローカライズドタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いられる
前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうちの１つのリソースブロッ
クペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成され、
　前記ディストリビュートタイプの前記拡張物理下りリンク制御チャネルの送信に用いら
れる前記リソースの各々は、前記複数のリソースブロックペアのうち２つ以上のリソース
ブロックペアにおける複数の前記リソースエレメントグループから構成されることを特徴
とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局、端末、通信システムおよび通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）によるＷＣＤＭＡ（Wideband Cod
e Division Multiple Access）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、ＬＴＥ－Ａ（LTE-Adv
anced）やＩＥＥＥ（The Institute of Electrical and Electronics engineers）による
Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave A
ccess）のような無線通信システムでは、基地局（セル、送信局、送信装置、ｅＮｏｄｅ
Ｂ）および端末（移動端末、受信局、移動局、受信装置、ＵＥ（User Equipment））は、
複数の送受信アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ（Multi Input Multi Output）技術を用
いることにより、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信を実現する。
【０００３】
　その無線通信システムにおいて、基地局と端末とのデータ通信を実現するためには、基
地局は端末に対して様々な制御を行うことが必要である。そのため、基地局は、端末に対
して、所定のリソースを用いて、制御情報を通知することにより、下りリンクおよび上り
リンクにおけるデータ通信を行う。例えば、基地局は、端末に対して、リソースの割り当
て情報、データ信号の変調および符号化情報、データ信号の空間多重数情報、送信電力制
御情報等を通知することにより、データ信号を実現する。そのような制御情報は、非特許
文献１に記載された方法を用いることができる。
【０００４】
　また、下りリンクにおけるＭＩＭＯ技術を用いた通信方法は、様々な方法を用いること
ができ、例えば、同一のリソースを異なる端末に割り当てるマルチユーザＭＩＭＯ方式や
、複数の基地局が互いに協調してデータ通信を行うＣｏＭＰ（Cooperative Multipoint）
方式等を用いることができる。
【０００５】
　図１５は、マルチユーザＭＩＭＯ方式を行う一例を示す図である。図１５では、基地局
１５０１は、下りリンク１５０４を通じて端末１５０２にデータ通信を行い、下りリンク
１５０５を通じて端末１５０３にデータ通信を行う。このとき、端末１５０２および端末
１５０３は、マルチユーザＭＩＭＯによるデータ通信を行う。下りリンク１５０４および
下りリンク１５０５は、周波数方向および時間方向に同一のリソースを用いる。また、下
りリンク１５０４および下りリンク１５０５は、プレコーディング技術等を用い、それぞ
れビームを制御することにより、互いに直交性の維持または同一チャネル干渉の低減を行
う。これにより、基地局１５０１は、端末１５０２および端末１５０３に対して、同一の
リソースを用いたデータ通信を実現できる。
【０００６】
　図１６は、ＣｏＭＰ方式を行う一例を示す図である。図１６では、カバレッジの広いマ
クロ基地局１６０１と、そのマクロ基地局よりもカバレッジの狭いＲＲＨ（Remote Radio
 Head）１６０２によりヘテロジーニアスネットワーク構成を用いた無線通信システムを
構築する場合を示す。ここで、マクロ基地局１６０１のカバレッジは、ＲＲＨ１６０２の
カバレッジの一部または全部を含んで構成する場合を考える。図１６に示す例では、マク
ロ基地局１６０１、ＲＲＨ１６０２によりヘテロジーニアスネットワーク構成を構築し、
互いに協調して、それぞれ下りリンク１６０５および下りリンク１６０６を通じて、端末
１６０４に対するデータ通信を行う。マクロ基地局１６０１は、回線１６０３を通じてＲ
ＲＨ１６０２と接続しており、ＲＲＨ１６０２と制御信号やデータ信号を送受信すること
ができる。回線１６０３は、それぞれ光ファイバ等の有線回線やリレー技術を用いた無線
回線を用いることができる。このとき、マクロ基地局１６０１およびＲＲＨ１６０２がそ
れぞれ一部または全部が同一の周波数（リソース）を用いることで、マクロ基地局１６０
１が構築するカバレッジのエリア内の総合的な周波数利用効率（伝送容量）が向上できる
。
【０００７】
　端末１６０４は、基地局１６０１またはＲＲＨ１６０２の付近に位置している場合、基
地局１６０１またはＲＲＨ１６０２とシングルセル通信することができる。さらに、端末
１６０４は、ＲＲＨ１６０２が構築するカバレッジの端付近（セルエッジ）に位置する場
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合、マクロ基地局１６０１からの同一チャネル干渉に対する対策が必要になる。マクロ基
地局１６０１とＲＲＨ１６０２とのマルチセル通信（協調通信）として、隣接基地局間で
互いに協調するＣｏＭＰ方式を用いることにより、セルエッジ領域の端末１６０４に対す
る干渉を軽減または抑圧する方法が検討されている。例えば、そのようなＣｏＭＰ方式と
して、非特許文献２に記載された方法が検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Radio Access Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Phy
sical layer procedures (Release 10)、2011年3月、3GPP TS 36.212 V10.1.0 (2011-03)
。
【非特許文献２】3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Grou
p Radio Access Network; Further Advancements for E-UTRA Physical Layer Aspects(R
elease 9)、2010年3月、3GPP TR 36.814 V9.0.0 (2010-03)。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、マルチユーザＭＩＭＯ方式やＣｏＭＰ方式のようなＭＩＭＯ通信を行う
ことができる無線通信システムにおいて、１つの基地局が提供できる伝送容量が向上する
ため、収容できる端末の数も増加する。そのため、基地局が端末に対して、従来のリソー
スを用いて制御情報を通知する場合、制御情報を割り当てるリソースが不足する場合が生
じることになる。その場合、基地局は、端末に対するデータを効率的に割り当てることが
困難となり、伝送効率の向上が妨げられる要因となる。
【００１０】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局と端末が通信す
る無線通信システムにおいて、基地局が端末に対する制御情報を効率的に通知することが
できる基地局、端末、通信システムおよび通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様によ
る基地局は、端末と通信する基地局であって、所定の周波数方向の領域と所定の時間方向
の領域であるリソースブロックを複数用いて構成される端末固有制御チャネル領域にマッ
ピングされる端末固有制御チャネルを生成する端末固有制御チャネル生成部と、前記端末
固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブロックのリソースであり且つ前記リ
ソースブロックのそれぞれにおいて複数に分割された一部のリソースに、前記端末固有制
御チャネルをマッピングする送信信号生成部とを備える。
【００１２】
　（２）また、本発明の一態様による基地局は、端末と通信する基地局であって、所定の
周波数方向の領域と所定の時間方向の領域であるリソースブロックを複数用いて構成され
る端末固有制御チャネル領域にマッピングされる端末固有制御チャネルを生成する端末固
有制御チャネル生成部と、前記端末固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブ
ロックのリソースであり且つ前記リソースブロックのそれぞれにおいて複数に分割された
一部のリソースに前記端末固有制御チャネルをマッピングするか、前記端末固有制御チャ
ネル領域の一部の前記リソースブロックのリソースにマッピングするかを切り替えて処理
する送信信号生成部とを備える。
【００１３】
　（３）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記複数に分割さ
れたリソースは、前記リソースブロックのそれぞれにおいて、周波数方向に分割される。
【００１４】
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　（４）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記複数に分割さ
れたリソースは、前記リソースブロックのそれぞれにおいて、時間方向に分割される。
【００１５】
　（５）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前前記送信信号生
成部は、前記端末に対して通知する制御情報に基づいて、切り替える。
【００１６】
　（６）また、本発明の一態様による基地局は上記の基地局であって、前記送信信号生成
部は、前記端末固有制御チャネルのビット数に基づいて、切り替える
【００１７】
　（７）また、本発明の一態様による端末は、基地局と通信する端末であって、所定の周
波数方向の領域と所定の時間方向の領域であるリソースブロックを複数用いて構成される
端末固有制御チャネル領域にマッピングされる端末固有制御チャネルを受信する制御チャ
ネル処理部を備え、前記制御チャネル処理部は、前記端末固有制御チャネル領域における
一部の前記リソースブロックのリソースであり且つ前記リソースブロックのそれぞれにお
いて複数に分割された一部のリソースに、マッピングされる前記端末固有制御チャネルを
受信処理する。
【００１８】
　（８）また、本発明の一態様による端末は、基地局と通信する端末であって、所定の周
波数方向の領域と所定の時間方向の領域で構成される２つのリソースブロックが時間方向
に連続して配置される領域を単位として前記端末に対して固有に設定される端末固有制御
チャネル領域にマッピングされる端末固有制御チャネルを受信処理する制御チャネル処理
部を備え、前記制御チャネル処理部は、前記端末固有制御チャネルが、前記端末固有制御
チャネル領域における一部の前記リソースブロックのリソースであり且つ前記リソースブ
ロックのそれぞれにおいて複数に分割された一部のリソース、または、前記端末固有制御
チャネル領域の一部の前記リソースブロックのリソースに、マッピングされることを切り
替えて受信処理する。
【００１９】
　（９）また、本発明の一態様による端末は上記の端末であって、前記制御チャネル処理
部は、前記端末固有制御チャネルのアグリゲーションレベルに基づいて、切り替えて受信
処理する。
【００２０】
　（１０）また、本発明の一態様による通信システムは、基地局と端末が通信する通信シ
ステムであって、前記基地局は、所定の周波数方向の領域と所定の時間方向の領域である
リソースブロックを複数用いて構成される端末固有制御チャネル領域にマッピングされる
端末固有制御チャネルを生成する端末固有制御チャネル生成部と、前記端末固有制御チャ
ネル領域における一部のリソースブロックのリソースであり且つ各リソースブロックにお
いて複数に分割された一部のリソースに、前記端末固有制御チャネルをマッピングする送
信信号生成部を備え、前記端末は、前記端末固有制御チャネルを受信する制御チャネル処
理部を備える。
【００２１】
　（１１）また、本発明の一態様による通信システムは、基地局と端末が通信する通信シ
ステムであって、前記基地局は、所定の周波数方向の領域と所定の時間方向の領域である
リソースブロックを複数用いて構成される端末固有制御チャネル領域にマッピングされる
端末固有制御チャネルを生成する端末固有制御チャネル生成部と、前記端末固有制御チャ
ネル領域における一部の前記リソースブロックのリソースであり且つ前記リソースブロッ
クのそれぞれにおいて複数に分割された一部のリソースに前記端末固有制御チャネルをマ
ッピングするか、前記端末固有制御チャネル領域の一部の前記リソースブロックのリソー
スにマッピングするかを切り替えて処理する送信信号生成部を備え、前記端末は、前記端
末固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブロックのリソースであり且つ前記
リソースブロックのそれぞれにおいて複数に分割された一部のリソース、または、前記端
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末固有制御チャネル領域の一部の前記リソースブロックのリソースに、マッピングされる
ことを切り替えて受信処理する制御チャネル処理部を備える。
【００２２】
　（１２）また、本発明の一態様による通信システムは、端末と通信する基地局の通信方
法であって、所定の周波数方向の領域と所定の時間方向の領域であるリソースブロックを
複数用いて構成される端末固有制御チャネル領域にマッピングされる端末固有制御チャネ
ルを生成するステップと、前記端末固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブ
ロックのリソースであり且つ前記リソースブロックのそれぞれにおいて複数に分割された
一部のリソースに、前記端末固有制御チャネルをマッピングするステップとを有する。
【００２３】
　（１３）また、本発明の一態様による通信システムは、端末と通信する基地局の通信方
法であって、所定の周波数方向の領域と所定の時間方向の領域であるリソースブロックを
複数用いて構成される端末固有制御チャネル領域にマッピングされる端末固有制御チャネ
ルを生成するステップと、前記端末固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブ
ロックのリソースであり且つ前記リソースブロックのそれぞれにおいて複数に分割された
一部のリソースに前記端末固有制御チャネルをマッピングするか、前記端末固有制御チャ
ネル領域の一部の前記リソースブロックのリソースにマッピングするかを切り替えて処理
するステップとを有する。
【発明の効果】
【００２４】
　この発明によれば、基地局と端末が通信する無線通信システムにおいて、基地局が端末
に対する制御情報を効率的に通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る基地局１００の構成を示す概略ブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る端末２００の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】基地局１００がマッピングする１つのリソースブロックペアの一例を示す図であ
る。
【図４】基地局１００がマッピングするチャネルの一例を示す図である。
【図５】第２の制御チャネル領域のマッピングの一例を示す図である。
【図６】１６個のＲＢを用いる第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマ
ッピングの一例を示す図である。
【図７】第２の制御チャネルのマッピングの詳細を示す図である。
【図８】１６個のＲＢを用いる第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマ
ッピングの一例を示す図である。
【図９】第２の制御チャネルのマッピングの詳細を示す図である。
【図１０】端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳの一例を示す図
である。
【図１１】端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳの一例を示す図
である。
【図１２】端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳの一例を示す図
である。
【図１３】第２の制御チャネルに対するＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。
【図１４】第２の制御チャネルに対するＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である。
【図１５】マルチユーザＭＩＭＯ方式を行う一例を示す図である。
【図１６】ＣｏＭＰ方式を行う一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　（第１の実施形態）



(9) JP 5884152 B2 2016.3.15

10

20

30

40

50

　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。本第１の実施形態における通信シス
テムは、基地局（送信装置、セル、送信点、送信アンテナ群、送信アンテナポート群、コ
ンポーネントキャリア、ｅＮｏｄｅＢ）および端末（端末装置、移動端末、受信点、受信
端末、受信装置、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、ＵＥ）を備える。
【００２７】
　本発明の通信システムでは、基地局１００は、端末２００とデータ通信を行うため、下
りリンクを通じて、制御情報および情報データを送信する。
【００２８】
　ここで、制御情報は、誤り検出符号化処理等が施され、制御チャネルにマッピングされ
る。制御チャネル（ＰＤＣＣＨ；Physical Downlink Control Channel）は、誤り訂正符
号化処理や変調処理が施され、第１の制御チャネル（第１の物理制御チャネル）領域、あ
るいは第１の制御チャネル領域とは異なる第２の制御チャネル（第２の物理制御チャネル
）領域を介して送受信される。ただし、ここで言う物理制御チャネルは物理チャネルの一
種であり、物理フレーム上に規定される制御チャネルである。
【００２９】
　なお、１つの観点から見ると、第１の制御チャネルは、セル固有参照信号と同じ送信ポ
ート（アンテナポート）を用いる物理制御チャネルである。また、第２の制御チャネルは
、端末固有参照信号と同じ送信ポートを用いる物理制御チャネルである。端末２００は、
第１の制御チャネルに対して、セル固有参照信号を用いて復調し、第２の制御チャネルに
対して、端末固有参照信号を用いて復調する。セル固有参照信号は、セル内の全端末に共
通の参照信号であって、ほぼすべてのリソースに挿入されているためにいずれの端末も使
用可能な参照信号である。このため、第１の制御チャネルは、いずれの端末も復調可能で
ある。一方、端末固有参照信号は、割り当てられたリソースのみに挿入される参照信号で
あって、データと同じように適応的にプレコーディング処理やビームフォーミング処理を
行うことができる。このため、第２の制御チャネルでは、適応的なプレコーディングやビ
ームフォーミングの利得を得ることができる。
【００３０】
　また、異なる観点から見ると、第１の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネ
ル（第１の制御チャネル）は、物理サブフレームの前部に位置するＯＦＤＭシンボル（シ
ンボル）上の物理制御チャネルであり、これらのＯＦＤＭシンボル上のシステム帯域幅（
コンポーネントキャリア（ＣＣ；Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ））全域に配置さ
れうる。また、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネル（第２の制御チ
ャネル）は、物理サブフレームの第１の制御チャネルよりも後方に位置するＯＦＤＭシン
ボル上の物理制御チャネルであり、これらのＯＦＤＭシンボル上のシステム帯域幅内のう
ち、一部の帯域に配置されうる。第１の制御チャネルは、物理サブフレームの前部に位置
する制御チャネル専用のＯＦＤＭシンボル上に配置されるため、物理データチャネル用の
後部のＯＦＤＭシンボルよりも前に受信および復調することができる。また、制御チャネ
ル専用のＯＦＤＭシンボルのみをモニターする端末も受信することができる。また、ＣＣ
全域に拡散されて配置されうるため、セル間干渉をランダム化することができる。また、
第１の制御チャネル領域は、基地局１００固有に設定される領域であり、基地局１００に
接続する全ての端末に共通の領域である。一方、第２の制御チャネルは、通信中の端末が
通常受信する共用チャネル（物理データチャネル）用の後部のＯＦＤＭシンボル上に配置
される。また、周波数分割多重することにより、第２の制御チャネル同士あるいは第２の
制御チャネルと物理データチャネルとを直交多重（干渉無しの多重）することができる。
また、第２の制御チャネル領域は、端末２００固有に設定される領域であり、基地局１０
０に接続する端末毎に設定される領域である。なお、基地局１００は、第２の制御チャネ
ル領域を、複数の端末で共有するように設定することができる。また、第１の制御チャネ
ル領域と第２の制御チャネル領域は、同一の物理サブフレームに配置される。ここで、Ｏ
ＦＤＭシンボルは、各チャネルのビットをマッピングする時間方向の単位である。
【００３１】
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　また、異なる観点から見ると、第１の制御チャネルは、セル固有の物理制御チャネルで
あり、アイドル状態の端末およびコネクト状態の端末の両方が取得（検出）できる物理チ
ャネルである。また、第２の制御チャネルは、端末固有の物理制御チャネルであり、コネ
クト状態の端末のみが取得できる物理チャネルである。ここで、アイドル状態とは、基地
局がＲＲＣ（Radio Resource Control）の情報を蓄積してない状態（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ状
態）や、移動局が間欠受信（ＤＲＸ）を行っている状態など、直ちにデータの送受信を行
わない状態である。一方、コネクト状態とは、端末がネットワークの情報を保持している
状態（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態）や、移動局が間欠受信（ＤＲＸ）を行っていな
い状態など、直ちにデータの送受信を行うことができる状態である。第１の制御チャネル
は、端末固有のＲＲＣシグナリングに依存せず端末が受信可能なチャネルである。第２の
制御チャネルは、端末固有のＲＲＣシグナリングによって設定されるチャネルであり、端
末固有のＲＲＣシグナリングによって端末が受信可能なチャネルである。すなわち、第１
の制御チャネルは、予め限定された設定により、いずれの端末も受信可能なチャネルであ
り、第２の制御チャネルは端末固有の設定変更が容易なチャネルである。
【００３２】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る基地局１００の構成を示す概略ブロック図であ
る。図１において、基地局１００は、上位レイヤー１０１、データチャネル生成部１０２
、第２の制御チャネル生成部１０３、端末固有参照信号多重部１０４、プレコーディング
部１０５、第１の制御チャネル割当部１０６、セル固有参照信号生成部１０７、送信信号
生成部１０８、送信部１０９を備えている。
【００３３】
　上位レイヤー１０１は、端末２００に対する情報データ（トランスポートブロック、コ
ードワード）を生成し、データチャネル領域割当部１０２に出力する。ここで、情報デー
タは、誤り訂正符号化処理を行う単位とすることができる。また、情報データは、ＨＡＲ
Ｑ（Hybrid Automatic Repeat reQuest）等の再送制御を行う単位とすることができる。
また、基地局１００は、端末２００に複数の情報データを送信することができる。
【００３４】
　データチャネル生成部（データチャネル領域割当部、データチャネルマッピング部）１
０２は、上位レイヤー１０１が出力した情報データに対して、適応制御を行い、端末２０
０に対するデータチャネルを生成する。具体的には、データチャネル生成部１０２におけ
る適応制御は、誤り訂正符号化を行うための符号化処理、端末２００に固有のスクランブ
ル符号を施すためのスクランブル処理、多値変調方式などを用いるための変調処理、ＭＩ
ＭＯなどの空間多重を行うためのレイヤーマッピング処理などを行う。ここで、データチ
ャネル生成部１０２におけるレイヤーマッピング処理は、端末２００に対して設定するラ
ンク数に基づいて、１つ以上のレイヤー（ストリーム）にマッピングする。
【００３５】
　第２の制御チャネル生成部（第２の制御チャネル領域割当部、第２の制御チャネルマッ
ピング部、端末固有制御チャネル生成部）１０３は、基地局１００が第２の制御チャネル
領域（端末固有制御チャネル領域）を介して、端末２００に対する制御情報を送信する場
合に、第２の制御チャネル領域を介して送信する制御チャネルを生成する。また、第２の
制御チャネル領域を介して送信される制御チャネルは、ランク数を１に固定し送信するこ
とができ、データチャネルと同様に１つ以上のレイヤーにマッピングすることもできる。
ここで、第２の制御チャネル領域が共用チャネル上に設定される場合、データチャネル生
成部１０２および第２の制御チャネル生成部１０３は、共用チャネル生成部とも呼称され
る。ここで、第２の制御チャネル領域を介して送信される制御チャネルは、第２の制御チ
ャネルとも呼称される。また、データチャネルまたは第２の制御チャネルは、共用チャネ
ル（共有チャネル）とも呼称される。また、第２の制御チャネルは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ（En
hanced PDCCH）、端末固有制御チャネルとも呼称される。
【００３６】
　端末固有参照信号多重部（端末固有参照信号生成部）１０４は、端末２００に固有の端
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末固有参照信号（データチャネル復調用参照信号、第２の制御チャネル復調用参照信号、
共用チャネル復調用参照信号、端末固有制御チャネル復調用参照信号、ＤＭ－ＲＳ（Demo
dulation Reference Signal）、ＤＲＳ（Dedicated Reference Signal）、Ｐｒｅｃｏｄ
ｅｄ　ＲＳ、ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）を生成し、共用チャネルにその端末固有参
照信号を多重する。ここで、端末固有参照信号は、多重する共用チャネルのランク数に基
づいて設定され、各レイヤーに多重される。なお、端末固有参照信号は、レイヤー間で直
交および／または準直交することが好ましい。なお、端末固有参照信号多重部１０４は、
端末固有参照信号を生成し、後述する送信信号生成部１０８において多重されるようにし
てもよい。
【００３７】
　プレコーディング部１０５は、端末固有参照信号多重部１０４により出力された共用チ
ャネルおよび端末固有参照信号に対して、端末２００に固有のプレコーディング処理が行
われる。ここで、プレコーディング処理は、端末２００が効率よく受信できるように（例
えば、受信電力が最大になるように、または隣接セルからの干渉が小さくなるように、ま
たは隣接セルへの干渉が小さくなるように）、生成する信号に対して位相回転などを行う
ことが好ましい。また、予め決められたプレコーディング行列による処理、ＣＤＤ（Cycl
ic Delay Diversity）、送信ダイバーシチ（ＳＦＢＣ（Spatial Frequency Block Code）
、ＳＴＢＣ（Spatial Time Block Code）、ＴＳＴＤ（Time Switched Transmission Dive
rsity）、ＦＳＴＤ（Frequency Switched Transmission Diversity）など）を用いること
ができるがこれに限るものではない。ここで、基地局１００は端末２００からプレコーデ
ィング処理に関するフィードバック情報であるＰＭＩ（Precoding Matrix Indicator）と
して複数種類に分けられたものがフィードバックされた場合、基地局１００は、端末２０
０に対して、その複数のＰＭＩを乗算などによる演算を行った結果に基づいて、プレコー
ディング処理を行うことができる。
【００３８】
　ここで、端末固有参照信号は、基地局１００と端末２００で互いに既知の信号である。
さらに、共用チャネルおよび端末固有参照信号は、プレコーディング部１０５により、端
末２００に固有のプレコーディング処理が行われる。そのため、端末２００が共用チャネ
ルを復調するに際し、端末固有参照信号は、基地局１００と端末２００との間の下りリン
クにおける伝送路状況およびプレコーディング部１０５によるプレコーディング重みの等
化チャネルを推定することができる。すなわち、基地局１００は、端末２００に対して、
プレコーディング部１０５によるプレコーディング重みを通知する必要が無く、プレコー
ディング処理された信号を復調することができる。また、第２の制御チャネル領域を介し
て送信される制御チャネルが端末固有参照信号で復調される場合は、その制御チャネルは
、基地局１００においてデータチャネルと同様にプレコーディング処理が行われる。また
、その制御チャネルは、端末２００においてデータチャネルと同様に、端末固有参照信号
により伝送路状況が推定され、復調処理が行われる。
【００３９】
　第１の制御チャネル生成部（第１の制御チャネル領域割当部、第１の制御チャネルマッ
ピング部、セル固有制御チャネル生成部）１０６は、基地局１００が第１の制御チャネル
領域（セル固有制御チャネル領域）を介して、端末２００に対する制御情報を送信する場
合に、第１の制御チャネル領域を介して送信する制御チャネルを生成する。ここで、第１
の制御チャネル領域を介して送信される制御チャネルは、第１の制御チャネルとも呼称さ
れる。また、第１の制御チャネルは、セル固有制御チャネルとも呼称される。
【００４０】
　セル固有参照信号多重部（セル固有参照信号生成部）１０７は、基地局１００と端末２
００との間の下りリンクの伝送路状況を測定するために、基地局１００および端末２００
で互いに既知のセル固有参照信号（伝送路状況測定用参照信号、ＣＲＳ（Common RS）、
Ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ、Ｎｏｎ－ｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳ、セル固有制御チ
ャネル復調用参照信号、第１の制御チャネル復調用参照信号）を生成する。生成されたセ
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ル固有参照信号は、第１の制御チャネル生成部１０６により出力された信号に多重される
。なお、セル固有参照信号多重部１０７は、セル固有参照信号を生成し、後述する送信信
号生成部１０８において多重されるようにしてもよい。
【００４１】
　ここで、セル固有参照信号は、基地局１００および端末２００が共に既知の信号であれ
ば、任意の信号（系列）を用いることができる。例えば、基地局１００に固有の番号（セ
ルＩＤ）などの予め割り当てられているパラメータに基づいた乱数や疑似雑音系列を用い
ることができる。また、アンテナポート間で直交させる方法として、セル固有参照信号を
マッピングするリソースエレメントをアンテナポート間で互いにヌル（ゼロ）とする方法
、疑似雑音系列を用いた符号分割多重する方法、またはそれらを組み合わせた方法などを
用いることができる。なお、セル固有参照信号は、全てのサブフレームに多重しなくても
よく、一部のサブフレームのみに多重してもよい。
【００４２】
　また、セル固有参照信号は、プレコーディング部１０５によるプレコーディング処理の
後に多重される参照信号である。そのため、端末２００は、セル固有参照信号を用いて、
基地局１００と端末２００との間の下りリンクの伝送路状況を測定することができ、プレ
コーディング部１０５によるプレコーディング処理がされていない信号を復調することが
できる。例えば、第１の制御チャネルは、セル固有参照信号により復調処理されることが
できる。
【００４３】
　送信信号生成部（チャネルマッピング部）１０８は、セル固有参照信号多重部１０７が
出力した信号を、それぞれのアンテナポートのリソースエレメントにマッピング処理を行
う。具体的には、送信信号生成部１０８は、データチャネルは共用チャネル（ＰＤＳＣＨ
；Physical Downlink Shared Channel）領域のデータチャネル領域にマッピングし、第２
の制御チャネルは共用チャネル領域の第２の制御チャネル領域にマッピングする。さらに
、送信信号生成部１０８は、第２の制御チャネル領域とは異なる第１の制御チャネル領域
に第１の制御チャネルをマッピングする。ここで、基地局１００は、第１の制御チャネル
領域および／または第２の制御チャネル領域に、複数の端末宛の制御チャネルをマッピン
グすることができる。また、第１の制御チャネル領域への制御チャネルの割り当て方法お
よび第２の制御チャネル領域への制御チャネルの割り当て方法は後述する。また、送信信
号生成部１０８は、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方
法が複数規定される場合、基地局および／または端末および／または制御チャネルのパラ
メータ等に基づいて、切り替えて処理する。詳細は後述する。
【００４４】
　ここで、第１の制御チャネルおよび第２の制御チャネルは、それぞれ異なるリソースを
介して送信する制御チャネル、および／または、それぞれ異なる参照信号を用いて復調処
理する制御チャネル、および／または、端末２００における異なるＲＲＣの状態に応じて
送信できる制御チャネルである。また、それぞれの制御チャネルは、いずれのフォーマッ
トの制御情報をマッピングすることができる。なお、それぞれの制御チャネルに対して、
マッピングできる制御情報のフォーマットを規定することができる。例えば、第１の制御
チャネルは、全てのフォーマットの制御情報をマッピングすることができ、第２の制御チ
ャネルは、一部のフォーマットの制御情報をマッピングすることができる。例えば、第１
の制御チャネルは、全てのフォーマットの制御情報をマッピングすることができ、第２の
制御チャネルは、端末固有参照信号を用いるデータチャネルの割り当て情報を含むフォー
マットの制御情報をマッピングすることができる。
【００４５】
　ここで、制御チャネルは、そのフォーマットが予め規定される。例えば、制御チャネル
は、基地局１００が端末２００に対して通知する目的に応じて規定されることができる。
具体的には、制御チャネルにマッピングされる制御情報は、端末２００に対する下りリン
クのデータチャネルの割り当て情報、端末２００に対する上りリンクのデータチャネル（
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ＰＵＳＣＨ；Physical Uplink Shared Channel）や制御チャネル（ＰＵＣＣＨ；Physical
 Uplink Control Channel）の割り当て情報、端末２００に対する送信電力を制御するた
めの情報などとして、規定されることができる。そのため、例えば、基地局１００は、端
末２００に対して下りリンクの情報データを送信する場合、端末２００に対する下りリン
クのデータチャネルの割り当て情報を含む制御情報がマッピングされた制御チャネル、お
よび、その制御情報に基づいて割り当てられた情報データがマッピングされたデータチャ
ネルを送信する。また、例えば、基地局１００は、端末２００に対する上りリンクのデー
タチャネルを割り当てる場合、端末２００に対する上りリンクのデータチャネルの割り当
て情報を含む制御情報がマッピングされた制御チャネルを送信する。また、基地局１００
は、同じサブフレームにおいて、同じ端末２００に対して、複数の異なる制御チャネルま
たは同じ制御チャネルを、異なるフォーマットまたは同じフォーマットによって、送信す
ることもできる。なお、基地局１００は、端末２００に対して下りリンクの情報データを
送信する場合、端末２００に対する下りリンクのデータチャネルの割り当て情報を含む制
御情報がマッピングされた制御チャネルを送信するサブフレームとは異なるサブフレーム
で下りリンクのデータチャネルを送信することもできる。
【００４６】
　ここで、第１の制御チャネル領域は、基地局１００に固有の領域であるため、セル固有
制御チャネル領域とも呼称される。また、第２の制御チャネル領域は、基地局１００から
ＲＲＣシグナリングを通じて設定される、端末２００に固有の領域であるため、端末固有
制御チャネル領域とも呼称される。また、第２の制御チャネル領域は、所定の周波数方向
の領域と所定の時間方向の領域で構成される２つのリソースブロックが時間方向に連続し
て配置される領域を単位として設定される。
【００４７】
　送信部１０９は、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ；Inverse Fast Fourier Transform）
、ガードインターバルの付加、無線周波数への変換処理等を行った後、１つまたは複数の
送信アンテナ数（送信アンテナポート数）の送信アンテナから送信する。
【００４８】
　図２は、本発明の第１の実施形態に係る端末２００の構成を示す概略ブロック図である
。図２において、端末２００は、受信部２０１、受信信号処理部２０２、伝搬路推定部２
０３、制御チャネル処理部２０４、データチャネル処理部２０５、上位レイヤー２０６を
備えている。
【００４９】
　受信部２０１は、１つまたは複数の受信アンテナ数（受信アンテナポート数）の受信ア
ンテナにより、基地局１００が送信した信号を受信し、無線周波数からベースバンド信号
への変換処理、付加されたガードインターバルの除去、高速フーリエ変換（ＦＦＴ；Fast
 Fourier Transform）などによる時間周波数変換処理を行う。
【００５０】
　受信信号処理部２０２は、基地局１００でマッピングされた信号をデマッピング（分離
）する。具体的には、受信信号処理部２０２は、第１の制御チャネルおよび／または第２
の制御チャネルおよび／またはデータチャネルをデマッピングし、制御チャネル処理部２
０４に出力する。また、受信信号処理部２０２は、多重されたセル固有参照信号および／
または端末固有参照信号をデマッピングし、伝搬路推定部２０３に出力する。
【００５１】
　伝搬路推定部２０３は、セル固有参照信号および／または端末固有参照信号に基づいて
、第１の制御チャネルおよび／または第２の制御チャネルおよび／またはデータチャネル
のリソースに対する伝搬路推定を行う。伝搬路推定部２０３は、伝搬路推定の推定結果を
、制御チャネル処理部２０４およびデータチャネル処理部２０５に出力する。伝搬路推定
部２０３は、データチャネルおよび／または第２の制御チャネルに多重された端末固有参
照信号に基づいて、各レイヤー（ランク、空間多重）の各受信アンテナポートに対する、
それぞれのリソースエレメントにおける振幅と位相の変動（周波数応答、伝達関数）を推
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定（伝搬路推定）し、伝搬路推定値を求める。また、伝搬路推定部２０３は、第１の制御
チャネルに多重されたセル固有参照信号に基づいて、各送信アンテナポートの各受信アン
テナポートに対する、それぞれのリソースエレメントにおける振幅と位相の変動を推定し
、伝搬路推定値を求める。
【００５２】
　制御チャネル処理部２０４は、第１の制御チャネル領域および／または第２の制御チャ
ネル領域にマッピングされた端末２００宛の制御チャネルを探索する。ここで、制御チャ
ネル処理部２０４は、制御チャネルを探索する制御チャネル領域として、第１の制御チャ
ネル領域および／または第２の制御チャネル領域を設定する。第２の制御チャネル領域の
設定は、基地局１００が、端末２００に対して通知する上位層の制御情報（例えば、ＲＲ
Ｃ（Radio Resource Control）シグナリング）を通じて行われる。例えば、第２の制御チ
ャネル領域の設定は、第２の制御チャネルの端末固有設定情報として、第２の制御チャネ
ルを設定するための制御情報であり、端末１００に固有の設定情報である。第２の制御チ
ャネル領域の設定の詳細は、後述する。また、第２の制御チャネル領域に対する第２の制
御チャネルのマッピング方法が複数規定される場合、制御チャネル処理部２０４は、基地
局および／または端末および／または制御チャネルのパラメータ等に基づいて、切り替え
て処理する。詳細は後述する。
【００５３】
　例えば、基地局１００によって、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が通知され、
第２の制御チャネル領域が設定される場合、制御チャネル処理部２０４は、第２の制御チ
ャネル領域にマッピングされた端末２００宛の制御チャネルを探索する。この場合、制御
チャネル処理部２０４は、さらに第１の制御チャネル領域における一部の領域も探索して
もよい。例えば、制御チャネル処理部２０４は、さらに第１の制御チャネル領域における
セル固有の探索領域も探索してもよい。また、基地局１００によって、第２の制御チャネ
ルの端末固有設定情報が通知されず、第２の制御チャネル領域が設定されない場合、制御
チャネル処理部２０４は、第１の制御チャネル領域にマッピングされた端末２００宛の制
御チャネルを探索する。
【００５４】
　ここで、制御チャネル処理部２０４は、第２の制御チャネル領域にマッピングされた端
末２００宛の制御チャネルを探索する場合、可能性のある制御チャネルを復調するために
、端末固有参照信号を用いる。また、制御チャネル処理部２０４は、第１の制御チャネル
領域にマッピングされた端末２００宛の制御チャネルを探索する場合、可能性のある制御
チャネルを復調するために、セル固有参照信号を用いる。
【００５５】
　具体的には、制御チャネル処理部２０４は、制御情報の種類、マッピングされるリソー
スの位置、マッピングされるリソースの大きさ、アグリゲーションレベル等に基づいて得
られる制御チャネルの候補の全部または一部を、復調および復号処理を行い、逐次探索す
る。制御チャネル処理部２０４は、端末２００宛の制御情報か否かを判定する方法として
、制御情報に付加される誤り検出符号（例えば、ＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）符
号）を用いる。また、このような探索方法は、ブラインドデコーディングとも呼称される
。
【００５６】
　また、制御チャネル処理部２０４は、端末２００宛の制御チャネルを検出した場合、検
出された制御チャネルにマッピングされた制御情報を識別し、端末２００全体（上位レイ
ヤーも含む）で共用され、下りリンクデータチャネルの受信処理、上りリンクデータチャ
ネルや制御チャネルの送信処理、上りリンクにおける送信電力制御など、端末２００にお
ける様々な制御に用いられる。
【００５７】
　制御チャネル処理部２０４は、検出された制御チャネルに下りリンクデータチャネルの
割り当て情報を含む制御情報がマッピングされていた場合、受信信号処理部２０２でデマ
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ッピングされたデータチャネルをデータチャネル処理部２０５に出力する。
【００５８】
　データチャネル処理部２０５は、制御チャネル処理部２０４から入力されたデータチャ
ネルに対して、伝搬路推定部２０３から入力された伝搬路推定結果を用いた伝搬路補償処
理（フィルタ処理）、レイヤーデマッピング処理、復調処理、デスクランブル処理、誤り
訂正復号処理などを行い、上位レイヤー２０６に出力する。なお、端末固有参照信号がマ
ッピングされていないリソースエレメントは、端末固有参照信号がマッピングされたリソ
ースエレメントに基づいて、周波数方向および時間方向に補間または平均化等を行い、伝
搬路推定を行う。伝搬路補償処理では、入力されたデータチャネルに対して、推定された
伝搬路推定値を用いて、伝搬路補償を行い、情報データに基づくレイヤー毎の信号を検出
（復元）する。その検出方法としては、ＺＦ（Zero Forcing）規範やＭＭＳＥ（Minimum 
Mean Square Error）規範の等化、ターボ等化、干渉除去などを用いることができる。レ
イヤーデマッピング処理では、レイヤー毎の信号をそれぞれの情報データにデマッピング
処理を行う。以降の処理は情報データ毎に行われる。復調処理では、用いた変調方式に基
づいて復調を行う。デスクランブル処理では、用いたスクランブル符号に基づいて、デス
クランブル処理を行う。復号処理では、施した符号化方法に基づいて、誤り訂正復号処理
を行う。
【００５９】
　図３は、基地局１００がマッピングする１つのリソースブロックペアの一例を示す図で
ある。１つのリソースブロックは所定の周波数方向の領域と所定の時間方向の領域で構成
され、１つのリソースブロックペアは時間方向に連続して配置される。図３は、２つのリ
ソースブロック（ＲＢ；Resource Block）を表しており、１つのリソースブロックは周波
数方向に１２のサブキャリアと時間方向に７のＯＦＤＭシンボルで構成される。１つのＯ
ＦＤＭシンボルのうち、それぞれのサブキャリアはリソースエレメントと呼称される。リ
ソースブロックペアは周波数方向に並べられ、そのリソースブロックペアの数は基地局毎
に設定できる。例えば、そのリソースブロックペアの数は６～１１０個に設定できる。そ
の時の周波数方向の幅は、システム帯域幅と呼称される。また、リソースブロックペアの
時間方向は、サブフレームと呼称される。それぞれのサブフレームのうち、時間方向に前
後の７つのＯＦＤＭシンボルは、それぞれスロットとも呼称される。また、以下の説明で
は、リソースブロックペアは、単にリソースブロックとも呼称される。
【００６０】
　図３において、網掛けしたリソースエレメントのうち、Ｒ０～Ｒ１は、それぞれアンテ
ナポート０～１のセル固有参照信号を示す。ここで、図３に示すセル固有参照信号は、２
つのアンテナポートの場合であるが、その数を変えることができ、例えば、１つのアンテ
ナポートや４つのアンテナポートに対するセル固有参照信号をマッピングすることができ
る。
【００６１】
　ここで、図３に示したアンテナポート０～１のセル固有参照信号とは異なるセル固有参
照信号として、伝送路状況測定用参照信号が設定されることができる。伝送路状況測定用
参照信号は、例えば、アンテナポート１５～２２までの８つのアンテナポートに対応する
参照信号として設定されることができる。また、伝送路状況測定用参照信号は、一部のサ
ブフレームにマッピングされることができ、例えば、複数のサブフレーム毎にマッピング
されることができる。基地局１００は、ＲＲＣシグナリングを通じて、端末２００に対す
る端末固有の制御情報として、伝送路状況測定用参照信号を設定する。端末２００は、基
地局１００からの設定に基づいて、アンテナポート０～１のセル固有参照信号および／ま
たは伝送路状況測定用参照信号を用いて、フィードバック情報を生成する。
【００６２】
　図３において、網掛けしたリソースエレメントのうち、Ｄ１～Ｄ２は、それぞれＣＤＭ
（Code Division Multiplexing）グループ１～ＣＤＭグループ２の端末固有参照信号を示
す。また、ＣＤＭグループ１およびＣＤＭグループ２の端末固有参照信号は、ＣＤＭグル
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ープ内において、それぞれＷａｌｓｈ符号等の直交符号により符号分割多重される。また
、ＣＤＭグループ１およびＣＤＭグループ２の端末固有参照信号は、ＣＤＭグループ間に
おいて、互いに周波数分割多重（ＦＤＭ；Frequency Division Multiplexing）される。
ここで、端末固有参照信号は、そのリソースブロックペアにマッピングされる制御チャネ
ルやデータチャネルに応じて、８つのアンテナポート（アンテナポート７～１４）を用い
て、最大８ランクまでマッピングすることができる。また、端末固有参照信号は、マッピ
ングするランク数に応じて、ＣＤＭの拡散符号長やマッピングされるリソースエレメント
の数を変えることができる。
【００６３】
　例えば、ランク数が１～２の場合における端末固有参照信号は、アンテナポート７～８
として、２チップの拡散符号長により構成され、ＣＤＭグループ１にマッピングされる。
ランク数が３～４の場合における端末固有参照信号は、アンテナポート７～８に加えて、
アンテナポート９～１０として、２チップの拡散符号長により構成され、ＣＤＭグループ
２にさらにマッピングされる。ランク数が５～８の場合における端末固有参照信号は、ア
ンテナポート７～１４として、４チップの拡散符号長により構成され、ＣＤＭグループ１
およびＣＤＭグループ２にマッピングされる。
【００６４】
　また、端末固有参照信号において、各アンテナポートの直交符号は、スクランブル符号
によってさらに重畳される。このスクランブル符号は、基地局１００から通知される制御
情報に基づいて生成される。例えば、スクランブル符号は、基地局１００から通知される
セルＩＤおよびスクランブルＩＤに基づいて生成される擬似雑音系列から生成される。例
えば、スクランブルＩＤは、０または１を示す値である。また、用いられるスクランブル
ＩＤおよびアンテナポートは、ジョイントコーディングされ、それらを示す情報がインデ
ックス化されることもできる。
【００６５】
　網掛けしたリソースエレメントのうち、先頭の１～３番目のＯＦＤＭシンボルで構成さ
れる領域には、第１の制御チャネルが配置される領域（第１の制御チャネル領域）として
設定される。また、第１の制御チャネルが配置される領域は、サブフレーム中の前方のＯ
ＦＤＭシンボルにマッピングされ、サブフレーム毎に所定数のＯＦＤＭシンボルを設定す
ることができる。第１の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシンボルの所定数は、ＰＣＦ
ＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）を通じて、セル固有の制御情報
として報知（通知）される。
【００６６】
　また、白く塗りつぶされたリソースエレメントは、共用チャネルが配置される領域（共
用チャネル領域）を示す。共用チャネルが配置される領域は、サブフレーム中の後方のＯ
ＦＤＭシンボル、すなわちサブフレーム中の第１の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシ
ンボルとは異なるＯＦＤＭシンボルにマッピングされ、サブフレーム毎に所定数のＯＦＤ
Ｍシンボルを設定することができる。なお、共用チャネルが配置される領域の全部または
一部は、そのサブフレームにおける第１の制御チャネル領域に関わらず固定された所定の
ＯＦＤＭシンボルにマッピングされることもできる。例えば、第２の制御チャネルが配置
される領域（第２の制御チャネル領域）は、そのサブフレームにおける第１の制御チャネ
ル領域に関わらず、サブフレーム中の４番目から１４番目までのＯＦＤＭシンボルにマッ
ピングされるようにしてもよい。また、共用チャネルが配置される領域は、リソースブロ
ックペア毎に設定することができる。
【００６７】
　ここで、リソースブロックは、通信システムが用いる周波数帯域幅（システム帯域幅）
に応じて、その数を変えることができる。例えば、６～１１０個のリソースブロックを用
いることができ、その単位をコンポーネントキャリアとも呼称される。さらに、基地局は
、端末に対して、周波数アグリゲーションにより、複数のコンポーネントキャリアを設定
することもできる。例えば、基地局は、端末に対して、１つのコンポーネントキャリアは
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２０ＭＨｚで構成し、周波数方向に連続および／または非連続に、５個のコンポーネント
キャリアを設定し、通信システムが用いることができるトータルの帯域幅を１００ＭＨｚ
にすることができる。
【００６８】
　図４は、基地局１００がマッピングするチャネルの一例を示す図である。図４は、１２
の物理リソースブロックペア（ＰＲＢ；Physical Resource Block）で構成される周波数
帯域をシステム帯域幅とする場合を示す。第１の制御チャネルであるＰＤＣＣＨは、サブ
フレームにおける先頭の１～３のＯＦＤＭシンボルに配置される。第１の制御チャネルの
周波数方向は、システム帯域幅に渡って配置される。また、共用チャネルは、サブフレー
ムにおいて、第１の制御チャネル以外のＯＦＤＭシンボルに配置される。
【００６９】
　ここで、ＰＤＣＣＨの構成の詳細について説明する。ＰＤＣＣＨは、複数の制御チャネ
ルエレメント（ＣＣＥ；Control Channel Element）により構成される。各下りリンクコ
ンポーネントキャリアで用いられるＣＣＥの数は、下りリンクコンポーネントキャリア帯
域幅と、ＰＤＣＣＨを構成するＯＦＤＭシンボル数と、通信に用いる基地局１００の送信
アンテナの数に応じた下りリンクのセル固有参照信号の送信アンテナポート数に依存する
。ＣＣＥは、複数の下りリンクリソースエレメント（１つのＯＦＤＭシンボルおよび１つ
のサブキャリアで規定されるリソース）により構成される。
【００７０】
　基地局１００と端末２００との間で用いられるＣＣＥには、ＣＣＥを識別するための番
号が付与されている。ＣＣＥの番号付けは、予め決められた規則に基づいて行なわれる。
ここで、ＣＣＥ＿ｔは、ＣＣＥ番号ｔのＣＣＥを示す。ＰＤＣＣＨは、複数のＣＣＥから
なる集合（ＣＣＥ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）により構成される。この集合を構成するＣ
ＣＥの数を、「ＣＣＥ集合レベル」（ＣＣＥ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）と
称す。ＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥ集合レベルは、ＰＤＣＣＨに設定される符号化率、Ｐ
ＤＣＣＨに含められるＤＣＩのビット数に応じて基地局において設定される。なお、端末
に対して用いられる可能性のあるＣＣＥ集合レベルの組み合わせは予め決められている。
また、ｎ個のＣＣＥからなる集合を、「ＣＣＥ集合レベルｎ」という。
【００７１】
　１個のリソースエレメントグループは周波数領域の隣接する４個の下りリンクリソース
エレメントにより構成される。さらに、１個のＣＣＥは、周波数領域及び時間領域に分散
した９個の異なるリソースエレメントグループにより構成される。具体的には、下りリン
クコンポーネントキャリア全体に対して、番号付けされた全てのリソースエレメントグル
ープに対してブロックインタリーバを用いてリソースエレメントグループ単位でインタリ
ーブが行なわれ、インタリーブ後の番号の連続する９個のリソースエレメントグループに
より１個のＣＣＥが構成される。
【００７２】
　各端末には、ＰＤＣＣＨを検索する領域ＳＳ（Search Space）が設定される。ＳＳは、
複数のＣＣＥから構成される。最も小さいＣＣＥから番号の連続する複数のＣＣＥからＳ
Ｓは構成され、番号の連続する複数のＣＣＥの数は予め決められている。各ＣＣＥ集合レ
ベルのＳＳは、複数のＰＤＣＣＨの候補の集合体により構成される。ＳＳは、最も小さい
ＣＣＥから番号がセル内で共通であるＣＳＳ（Cell-specific SS）と、最も小さいＣＣＥ
から番号が端末固有であるＵＳＳ（UE-specific SS）とに分類される。ＣＳＳには、シス
テム情報あるいはページングに関する情報など、複数の端末が読む制御情報が割り当てら
れたＰＤＣＣＨ、あるいは下位の送信方式へのフォールバックやランダムアクセスの指示
を示す下りリンク／上りリンクグラントが割り当てられたＰＤＣＣＨを配置することがで
きる。
【００７３】
　基地局は、端末２００において設定されるＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いてＰＤＣＣ
Ｈを送信する。端末２００は、ＳＳ内の１個以上のＣＣＥを用いて受信信号の復号を行な
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い、自身宛てのＰＤＣＣＨを検出するための処理を行なう（ブラインドデコーディングと
呼称される）。端末２００は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳを設定する。その後、端
末２００は、ＣＣＥ集合レベル毎に異なるＳＳ内の予め決められた組み合わせのＣＣＥを
用いてブラインドデコーディングを行なう。言い換えると、端末２００は、ＣＣＥ集合レ
ベル毎に異なるＳＳ内の各ＰＤＣＣＨの候補に対してブラインドデコーディングを行なう
。端末２００におけるこの一連の処理をＰＤＣＣＨのモニタリングという。
【００７４】
　第２の制御チャネル領域にマッピングされる第２の制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＤＣＣＨ　ｏｎ　ＰＤＳＣＨ、Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＰＤＣＣＨ）は、第１の制御チャネル
領域以外のＯＦＤＭシンボルに配置される。共用チャネル領域は、異なるリソースブロッ
クに配置される。また、共用チャネル領域が配置されうるリソースブロックは、端末毎に
設定される。また、第２の制御チャネルが配置されるＯＦＤＭシンボルのスタート位置は
、共用チャネルと同様の方法を用いることができる。すなわち、基地局１００は、第１の
制御チャネル領域の一部のリソースをＰＣＦＩＣＨとして設定し、第１の制御チャネル領
域のＯＦＤＭシンボル数を示す情報をマッピングすることで実現できる。
【００７５】
　また、第２の制御チャネル領域が配置されるＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、予め
規定しておき、例えば、サブフレームにおける先頭の４番目のＯＦＤＭシンボルとするこ
とができる。そのとき、第１の制御チャネル領域のＯＦＤＭシンボルの数が２以下である
場合、第２の制御チャネル領域が配置されるリソースブロックペアにおける２～３番目の
ＯＦＤＭシンボルは、信号をマッピングせずにヌルとする。なお、ヌルとして設定された
リソースは、他の制御チャネルやデータチャネルをさらにマッピングすることができる。
また、第２の制御チャネル領域を設定するＯＦＤＭシンボルのスタート位置は、上位層の
制御情報を通じて設定されることができる。また、図４に示すサブフレームは時間多重さ
れ、第２の制御チャネル領域はサブフレーム毎に設定できる。
【００７６】
　基地局１００が端末２００に対して第２の制御チャネル領域を通じて制御チャネルを通
知する場合、基地局１００は端末２００に対して第２の制御チャネルのモニタリングを設
定し、第２の制御チャネル領域に端末２００に対する制御チャネルをマッピングする。ま
た、基地局１００が端末２００に対して第１の制御チャネル領域を通じて制御チャネルを
通知する場合、基地局１００は端末２００に対して第２の制御チャネルのモニタリングを
設定せずに、第１の制御チャネル領域に端末２００に対する制御チャネルをマッピングす
る。
【００７７】
　一方、端末２００は、基地局１００によって第２の制御チャネルのモニタリングが設定
された場合、第２の制御チャネル領域における端末２００宛の制御チャネルをブラインド
デコーディングする。また、端末２００は、基地局１００によって第２の制御チャネルの
モニタリングが設定されない場合、第２の制御チャネルにおける端末２００宛の制御チャ
ネルをブラインドデコーディングしない。
【００７８】
　以下では、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルについて説明する
。第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルは、１つの端末に対する制御
情報毎に処理され、データチャネルと同様に、スクランブル処理、変調処理、レイヤーマ
ッピング処理、プレコーディング処理等が行われる。また、第２の制御チャネル領域にマ
ッピングされる制御チャネルは、端末固有参照信号と共に、端末２００に固有のプレコー
ディング処理が行われる。そのとき、プレコーディング処理は、端末２００に好適なプレ
コーディング重みにより行われることが好ましい。
【００７９】
　また、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルは、サブフレームにお
ける前方のスロット（第１のスロット）と後方のスロット（第２のスロット）でそれぞれ
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異なる制御情報を含めてマッピングされることができる。例えば、サブフレームにおける
前方のスロットには、基地局１００が端末２００に対して送信する下りリンク共用チャネ
ルにおける割り当て情報（下りリンク割り当て情報）を含む制御チャネルがマッピングさ
れる。また、サブフレームにおける後方のスロットには、端末２００が基地局１００に対
して送信する上りリンク共用チャネルにおける割り当て情報（上りリンク割り当て情報）
を含む制御チャネルがマッピングされる。なお、サブフレームにおける前方のスロットに
は、基地局１００が端末２００に対する上りリンク割り当て情報を含む制御チャネルがマ
ッピングされ、サブフレームにおける後方のスロットには、端末２００が基地局１００に
対する下りリンク割り当て情報を含む制御チャネルがマッピングされてもよい。
【００８０】
　また、第２の制御チャネル領域における前方および／または後方のスロットには、端末
２００および／または他の端末に対するデータチャネルがマッピングされてもよい。また
、第２の制御チャネル領域における前方および／または後方のスロットには、端末２００
および／または他の端末に対する制御チャネルがマッピングされてもよい。
【００８１】
　また、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルには、基地局１００に
よって、データチャネルと同様の端末固有参照信号が多重される。端末２００は、第２の
制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルを、多重される端末固有参照信号によ
って復調処理を行う。また、アンテナポート７～１４の一部または全部の端末固有参照信
号が用いられる。そのとき、第２の制御チャネル領域にマッピングされる制御チャネルは
、複数のアンテナポートを用いてＭＩＭＯ送信することができる。
【００８２】
　例えば、第２の制御チャネル領域における端末固有参照信号は、予め規定されたアンテ
ナポートおよびスクランブル符号を用いて送信される。具体的には、第２の制御チャネル
領域における端末固有参照信号は、予め規定されたアンテナポート７およびスクランブル
ＩＤを用いて生成される。
【００８３】
　また、例えば、第２の制御チャネル領域における端末固有参照信号は、ＲＲＣシグナリ
ング、第１の制御チャネルによるシグナリング、または、それまでのサブフレームにおけ
る第２の制御チャネルによるシグナリングを通じて通知されるアンテナポートおよびスク
ランブルＩＤを用いて生成される。１つの例では、第２の制御チャネル領域における端末
固有参照信号が用いるアンテナポートとして、ＲＲＣシグナリング、第１の制御チャネル
によるシグナリング、または、それまでのサブフレームにおける第２の制御チャネルによ
るシグナリングを通じて、アンテナポート７またはアンテナポート８のいずれかが通知さ
れる。別の例では、第２の制御チャネル領域における端末固有参照信号が用いるスクラン
ブルＩＤとして、ＲＲＣシグナリング、第１の制御チャネルによるシグナリング、または
、それまでのサブフレームにおける第２の制御チャネルによるシグナリングを通じて、０
～３のいずれかの値が通知される。なお、第２の制御チャネルの復調に際し、端末固有参
照信号に加えて、セル固有参照信号が用いられるようにしてもよい。
【００８４】
　以下では、基地局１００が端末２００に対する第２の制御チャネルの設定方法（第２の
制御チャネル領域の設定方法・第２の制御チャネルのモニタリングの設定方法）の一例と
して、第２の制御チャネル領域の設定および送信モードの設定が、黙示的に第２の制御チ
ャネルのモニタリングの設定を示す。基地局１００は、端末２００に対して、上位層の制
御情報を通じて、無線リソースに対する端末固有設定情報（ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅ
ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）を通知することにより、第２の制御チャネルを設定す
る。無線リソースに対する端末固有設定情報は、リソースブロックの設定／変更／解放、
物理チャネルに対する端末固有の設定等を行うために用いられる制御情報である。
【００８５】
　基地局１００は、端末２００に対して、無線リソースに対する端末固有設定情報を通知
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する。端末２００は、基地局１００からの無線リソースに対する端末固有設定情報に基づ
いて、無線リソースに対する端末固有の設定を行い、基地局１００に対して無線リソース
に対する端末固有設定情報の設定完了を通知する。
【００８６】
　無線リソースに対する端末固有設定情報は、物理チャネルに対する端末固有設定情報（
ＰｈｙｓｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）を含んで構成される。物理チャネル
に対する端末固有設定情報は、物理チャネルに対する端末固有の設定を規定する制御情報
である。物理チャネルに対する端末固有設定情報は、伝送路状況レポートの設定情報（Ｃ
ＱＩ－ＲｅｐｏｒｔＣｏｎｆｉｇ）、アンテナ情報の端末固有設定情報（Ａｎｔｅｎｎａ
ＩｎｆｏＤｅｄｉｃａｔｅｄ）、第２の制御チャネルの端末固有設定情報（ＥＰＤＣＣＨ
－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）を含んで構成される。伝送路状況レポートの設定情
報は、下りリンク１０３における伝送路状況をレポートするための設定情報を規定するた
めに用いられる。アンテナ情報の端末固有設定情報は、基地局１００における端末固有の
アンテナ情報を規定するために用いられる。第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、
第２の制御チャネルの端末固有の設定情報を規定するために用いられる。また、第２の制
御チャネルの端末固有の設定情報は、端末２００に固有の制御情報として通知および設定
されるので、設定される第２の制御チャネル領域は、端末２００に固有の領域として設定
される。
【００８７】
　伝送路状況レポートの設定情報は、非周期的な伝送路状況レポートの設定情報（ｃｑｉ
－ＲｅｐｏｒｔＭｏｄｅＡｐｅｒｉｏｄｉｃ）、周期的な伝送路状況レポートの設定情報
（ＣＱＩ－ＲｅｐｏｒｔＰｅｒｉｏｄｉｃ）を含んで構成される。非周期的な伝送路状況
レポートの設定情報は、上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ；Physical Uplink Shared
 Channel）を通じて、下りリンク１０３における伝送路状況を非周期的にレポートするた
めの設定情報である。周期的な伝送路状況レポートの設定情報は、上りリンク制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ；Physical Uplink Control Channel）を通じて、下りリンク１０３にお
ける伝送路状況を周期的にレポートするための設定情報である。
【００８８】
　アンテナ情報の端末固有設定情報は、送信モード（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＭｏｄｅ
）を含んで構成される。送信モードは、基地局１００が端末２００に対して通信する送信
方法を示す情報である。例えば、送信モードは、送信モード１～１０として予め規定され
る。送信モード１はアンテナポート０を用いるシングルアンテナポート送信方式を用いる
送信モードである。送信モード２は送信ダイバーシチ方式を用いる送信モードである。送
信モード３は、循環遅延ダイバーシチ方式を用いる送信モードである。送信モード４は、
閉ループ空間多重方式を用いる送信モードである。送信モード５は、マルチユーザＭＩＭ
Ｏ方式を用いる送信モードである。送信モード６は、シングルアンテナポートを用いる閉
ループ空間多重方式を用いる送信モードである。送信モード７は、アンテナポート５を用
いるシングルアンテナポート送信方式を用いる送信モードである。送信モード８は、アン
テナポート７～８を用いる閉ループ空間多重方式を用いる送信モードである。送信モード
９は、アンテナポート７～１４を用いる閉ループ空間多重方式を用いる送信モードである
。また、送信モード１～９は、第１の送信モードとも呼ばれる。
【００８９】
　送信モード１０は、送信モード１～９とは異なる送信モードとして定義される。例えば
、送信モード１０は、ＣｏＭＰ方式を用いる送信モードとすることができる。ここで、Ｃ
ｏＭＰ方式の導入による拡張は、伝送路状況レポートの最適化や精度の向上（例えば、Ｃ
ｏＭＰ通信時に好適なプレコーディング情報や基地局間の位相差情報等の導入）等を含む
。また、送信モード１０は、送信モード１～９で示す通信方式で実現できるマルチユーザ
ＭＩＭＯ方式を拡張（高度化）した通信方式を用いる送信モードとすることができる。こ
こで、マルチユーザＭＩＭＯ方式の拡張は、伝送路状況のレポートの最適化や精度の向上
（例えば、マルチユーザＭＩＭＯ通信時に好適なＣＱＩ（Channel Quality Indicator）
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情報等の導入）、同一リソースに多重される端末間の直交性の向上等を含む。
【００９０】
　また、送信モード１０は、送信モード１～９で示した全部または一部の通信方式に加え
て、ＣｏＭＰ方式および／または拡張したマルチユーザＭＩＭＯ方式を用いる送信モード
とすることができる。例えば、送信モード１０は、送信モード９で示した通信方式に加え
て、ＣｏＭＰ方式および／または拡張したマルチユーザＭＩＭＯ方式を用いる送信モード
とすることができる。また、送信モード１０は、複数の伝送路状況測定用の参照信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ；Channel State Information-RS）を設定することができる送信モードとする
ことができる。また、送信モード１０は、第２の送信モードとも呼ばれる。
【００９１】
　なお、基地局１００は、複数の送信方式を用いることができる送信モード１０に設定し
た端末に対して、データチャネルを送信するに際し、複数の送信方式のいずれかを用いた
ことを通知しなくても通信できる。すなわち、端末２００は、複数の送信方式を用いるこ
とができる送信モード１０に設定されたとしても、データチャネルを受信するに際し、複
数の送信方式のいずれかを用いたことが通知されなくても通信できる。
【００９２】
　ここで、第２の送信モードは、第２の制御チャネルを設定できる送信モードである。す
なわち、基地局１００は、端末２００に対して、第１の送信モードに設定した場合、端末
２００に対する制御チャネルを第１の制御チャネル領域にマッピングする。また、基地局
１００は、端末２００に対して、第２の送信モードに設定した場合、端末２００に対する
制御チャネルを第１の制御チャネル領域または第２の制御チャネル領域にマッピングする
。一方、端末２００は、基地局１００によって、第１の送信モードに設定された場合、第
１の制御チャネルに対してブラインドデコーディングする。また、端末２００は、基地局
１００によって、第２の送信モードに設定された場合、第１の制御チャネルまたは第２の
制御チャネルのいずれかに対してブラインドデコーディングする。
【００９３】
　また、端末２００は、第２の送信モードに設定された場合、基地局１００によって第２
の制御チャネルの端末固有設定情報が設定されたか否かに基づいて、ブラインドデコーデ
ィングする制御チャネルを設定する。すなわち、端末２００は、基地局１００によって、
第２の送信モードに設定され、第２の制御チャネルの端末固有設定情報が設定された場合
、第１の制御チャネルおよび／または第２の制御チャネルをブラインドデコーディングす
る。また、端末２００は、基地局１００によって、第２の送信モードに設定され、第２の
制御チャネルの端末固有設定情報が設定されない場合、第１の制御チャネルをブラインド
デコーディングする。
【００９４】
　第２の制御チャネルの端末固有設定情報は、第２の制御チャネルのサブフレーム設定情
報（ＥＰＤＣＣＨ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ－ｒ１１）を含んで構成される。第２
の制御チャネルのサブフレーム設定情報は、第２の制御チャネルを設定するためのサブフ
レーム情報を規定するために用いられる。第２の制御チャネルのサブフレーム設定情報は
、サブフレーム設定パターン（ｓｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇＰａｔｔｅｒｎ－ｒ１１）
、第２の制御チャネルの設定情報（ｅｐｄｃｃｈ－Ｃｏｎｆｉｇ－ｒ１１）を含んで構成
される。
【００９５】
　サブフレーム設定パターンは、第２の制御チャネルを設定するサブフレームを示す情報
である。例えば、サブフレーム設定パターンは、ｎビットのビットマップ形式の情報であ
る。各ビットに示す情報は、第２の制御チャネルとして設定されるサブフレームであるか
否かを示す。すなわち、サブフレーム設定パターンは、ｎ個のサブフレームを周期として
設定できる。そのとき、同期信号や報知チャネル等がマッピングされる所定のサブフレー
ムは除外されることができる。具体的には、それぞれのサブフレームに規定されるサブフ
レーム番号をｎで除算した余りが、サブフレーム設定パターンの各ビットに対応する。例
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えば、ｎは８や４０等の値を予め規定しておく。サブフレーム設定パターンのあるサブフ
レームに対する情報が「１」である場合、そのサブフレームは、第２の制御チャネルとし
て設定される。サブフレーム設定パターンのあるサブフレームに対する情報が「０」であ
る場合、そのサブフレームは、第２の制御チャネルとして設定されない。また、端末２０
０が基地局１００と同期を取るための同期信号や基地局１００の制御情報を報知する報知
チャネル等がマッピングされる所定のサブフレームは、第２の制御チャネルとして予め設
定されないようにすることができる。また、サブフレーム設定パターンの別の例では、第
２の制御チャネルとして設定されるサブフレームのパターンが予めインデックス化され、
そのインデックスを示す情報がサブフレーム設定パターンとして規定される。
【００９６】
　第２の制御チャネルの設定情報は、リソース割り当てタイプ（ｒｅｓｏｕｒｃｅＡｌｌ
ｏｃａｔｉｏｎＴｙｐｅ－ｒ１１）、リソース割り当て情報（ｒｅｓｏｕｒｃｅＢｌｏｃ
ｋＡｓｓｉｇｎｍｅｎｔ－ｒ１１）を含んで構成される。
【００９７】
　リソース割り当てタイプは、サブフレーム内において第２の制御チャネル領域として設
定するリソースブロックを指定する情報のフォーマット（タイプ）を示す情報である。ま
た、リソース割り当て情報は、第２の制御チャネルとして設定するリソースブロックを指
定する情報であり、リソース割り当てタイプのフォーマットに基づいて規定される。
【００９８】
　例えば、リソース割り当てタイプは、タイプ０～２として複数のリソース割り当て情報
を規定することができる。リソース割り当て情報は、ＶＲＢ（Virtual Resource Block、
仮想リソースブロック）に対して割り当てるための制御情報である。リソース割り当てタ
イプがタイプ０の場合、リソース割り当て情報は、複数の連続するＶＲＢを単位として規
定されるリソースブロックグループ毎に割り当てることができるビットマップ形式の情報
である。なお、リソースブロックグループのＶＲＢ数は、システム帯域幅に応じて規定さ
れることができる。リソース割り当てタイプがタイプ１の場合、リソース割り当て情報は
、リソースブロックグループ内の各ＶＲＢが複数のサブセットのいずれかに規定されるリ
ソースブロックグループサブセットにおいて、複数のリソースブロックグループサブセッ
ト内のＶＲＢ毎に割り当てることができるビットマップ形式の情報である。また、リソー
ス割り当て情報は、選択されるリソースブロックグループサブセットを示す情報も含まれ
る。リソース割り当てタイプがタイプ１の場合、リソース割り当て情報は、連続するＶＲ
Ｂにおいて、割り当てのスタートとなるＶＲＢを示す情報と、割り当てるＶＲＢ数を示す
情報である。
【００９９】
　ここで、ＶＲＢの数は、ＰＲＢの数と同じである。また、ＶＲＢは複数のタイプが規定
される。それらのタイプによって、ＶＲＢからＰＲＢへのマッピング（ＰＲＢマッピング
）が規定される。Ｌｏｃａｌｉｚｅｄタイプでは、ＶＲＢ番号（ＶＲＢの位置）とＰＲＢ
番号（ＰＲＢの番号）が同じになるようにマッピングされる。ここで、ＰＲＢ番号は、周
波数の低いＰＲＢから順に付される。また、Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄタイプでは、ＶＲＢ
番号がＰＲＢ番号に対して分散する（ランダムになる）ように、予め規定されて方法によ
りマッピングされる。Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄタイプでは、さらにスロット間でホッピン
グをすることができ、各ＶＲＢの２番目のスロットがそれぞれ異なるＶＲＢにホッピング
することができる。また、２番目のスロットをホッピングするかしないかは、ＲＲＣシグ
ナリングやＰＤＣＣＨシグナリングにより通知され切り替えてもよいし、予め規定されて
おいてもよい。以下では、２番目のスロットをホッピングしないことが予め規定される場
合を説明する。
【０１００】
　また、リソース割り当てタイプがタイプ０およびタイプ１の場合、ＰＲＢマッピングは
、Ｌｏｃａｌｉｚｅｄタイプのみである。リソース割り当てタイプがタイプ２の場合、Ｐ
ＲＢマッピングは、ＬｏｃａｌｉｚｅｄタイプまたはＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄタイプであ
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る。第２の制御チャネルの設定情報に含まれるリソース割り当てタイプは、ＰＲＢマッピ
ングについての制御情報（ＰＲＢマッピング情報）も含む。例えば、リソース割り当てタ
イプは、タイプ０、タイプ１、タイプ２Ｌｏｃａｌｉｚｅｄ、タイプ２Ｄｉｓｔｒｉｂｕ
ｔｅｄのいずれかを示す制御情報とすることができる。
【０１０１】
　以上のように、基地局１００は、端末２００に対して、第２の制御チャネルを設定する
場合、ＲＲＣシグナリングにより、無線リソースに対する端末固有設定情報に第２の制御
チャネルの端末固有設定情報を含めて通知する。また、基地局１００は、端末２００に対
して、設定された第２の制御チャネルを変更する場合、同様にＲＲＣシグナリングにより
、パラメータを変更した第２の制御チャネルの端末固有設定情報を含む無線リソースに対
する端末固有設定情報を通知する。また、基地局１００は、端末２００に対して、設定さ
れた第２の制御チャネルを解放（リリース）する場合、同様にＲＲＣシグナリングにより
通知する。例えば、第２の制御チャネルの端末固有設定情報を含まない無線リソースに対
する端末固有設定情報を通知する。また、第２の制御チャネルの端末固有設定情報を解放
するための制御情報を通知してもよい。
【０１０２】
　以上の例では、第１の制御チャネル領域には、送信モード１～１０に設定される端末に
対する制御チャネルがマッピングされ、第２の制御チャネル領域には、送信モード１０に
設定される端末に対する制御チャネルがマッピングされることができる。すなわち、基地
局１００は、端末２００に対して設定される送信モードに関わらず、第１の制御チャネル
領域を通じて制御チャネルを通知できる。また、基地局１００は、端末２００に対して送
信モード１０を設定する場合に、第２の制御チャネル領域を通じて制御チャネルを通知で
きる。そのため、基地局１００は、送信モード１０で可能な通信方式を考慮したリソース
割り当てのスケジューリングをすることができる。
【０１０３】
　特に、第２の制御チャネルを設定できる送信モード１０では、基地局１００は、端末２
００に対して、ＣｏＭＰ通信方式やマルチユーザＭＩＭＯ通信方式等を行うことができる
ため、それらの通信方式を考慮したリソース割り当てのスケジューリングをすることがで
きる。また、基地局１００は、第１の制御チャネルを全ての端末に設定できるため、送信
モード１０を設定できない端末に対する後方互換性を保つことができる。また、第１の制
御チャネル領域による制御チャネルの通知は、第２の制御チャネルを設定することなく実
現できるため、ＲＲＣシグナリングにおける制御情報のオーバーヘッドを低減できる。
【０１０４】
　以下では、第２の制御チャネルのマッピング方法の詳細を説明する。基地局１００は、
１つまたは複数のＲＢを用いて、１つまたは複数の第２の制御チャネルを送信する。また
、第２の制御チャネル領域は、ＲＢペア毎に割り当てられる。
【０１０５】
　図５は、第２の制御チャネル領域のマッピングの一例を示す図である。図５の例では、
８個のＲＢ（ＲＢ０～ＲＢ７）を用いる第２の制御チャネル領域が、１６個のＰＲＢ（Ｐ
ＲＢ０～ＰＲＢ１５）を用いるシステム帯域幅に対してマッピングされる場合を示してい
る。まず、第２の制御チャネル領域は、１６個のＶＲＢ（ＶＲＢ０～ＶＲＢ１５）の一部
または全部にマッピングされる。ＶＲＢに対するマッピングは、ＲＲＣシグナリングを通
じて通知される第２の制御チャネルの設定情報に含まれるリソース割り当てタイプ（ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅＡｌｌｏｃａｔｉｏｎＴｙｐｅ－ｒ１１）およびリソース割り当て情報（ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅＢｌｏｃｋＡｓｓｉｇｎｍｅｎｔ－ｒ１１）により設定される。
【０１０６】
　図５で示す例では、リソース割り当てタイプが、タイプ２Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄであ
る場合を示している。また、リソース割り当て情報が、スタートとなるＶＲＢがＶＲＢ５
であり、割り当てるＶＲＢ数が８である。そのとき、ＲＢ０～ＲＢ７の第２の制御チャネ
ル領域は、ＶＲＢ５～ＶＲＢ１２にマッピングされる。ＰＲＢマッピング情報がＤｉｓｔ
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ｒｉｂｕｔｅｄタイプであるため、ＶＲＢはＰＲＢに対して、予め規定された方法により
分散するように（ランダムになるように）マッピング（インターリーブ）される。図５の
例では、ＶＲＢ５～ＶＲＢ１２は、それぞれＰＲＢ６、ＰＲＢ９、ＰＲＢ１４、ＰＲＢ２
、ＰＲＢ７、ＰＲＢ１０、ＰＲＢ１５、ＰＲＢ３にマッピングされる。
【０１０７】
　ここで、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方法が複数
規定される。例えば、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング
方法として、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢペアにおける各スロット（すなわち、
ＲＢ）を単位としてマッピングされる方法と、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢペア
における各スロットに対して複数に分割したリソースを単位としてマッピングされる方法
とが、規定される。すなわち、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマ
ッピング方法として、１つのＲＢには１つの第２の制御チャネルの全部または一部がマッ
ピングされる方法と、１つのＲＢには複数の第２の制御チャネルの全部または一部がマッ
ピングされる方法とが、規定される。また、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢペアに
おける各スロット（すなわち、ＲＢ）を単位としてマッピングされる方法は、前記端末固
有制御チャネル領域の一部の前記リソースブロックのリソースにマッピングする方法、ま
たは、前記端末固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブロックのリソースで
あり且つ前記リソースブロックのそれぞれにおいて全部のリソースに前記端末固有制御チ
ャネルをマッピングする方法と言い換えることができる。また、それぞれの第２の制御チ
ャネルがＲＢペアにおける各スロットに対して複数に分割したリソースを単位としてマッ
ピングされる方法は、前記端末固有制御チャネル領域における一部の前記リソースブロッ
クのリソースであり且つ前記リソースブロックのそれぞれにおいて複数に分割された一部
のリソースに前記端末固有制御チャネルをマッピングする方法と言い換えることができる
。
【０１０８】
　図６は、１６個のＲＢを用いる第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルの
マッピングの一例を示す図である。図６では、１番目のスロットにおける第２の制御チャ
ネルのマッピングの例が示される。なお、２番目のスロットにも１番目のスロットと同様
に、かつ、独立に第２の制御チャネルがマッピングされる。図６に示す例では、それぞれ
の第２の制御チャネルが、ＲＢペアにおける各スロット（すなわち、ＲＢ）を単位として
マッピングされる。例えば、１６個のＲＢ（ＲＢ０～ＲＢ１５）に対して、６個の第２の
制御チャネルがマッピングされる。１個のＲＢを用いる第２の制御チャネル６０１は、Ｒ
Ｂ０にマッピングされる。１個のＲＢを用いる第２の制御チャネル６０２は、ＲＢ１にマ
ッピングされる。１個のＲＢを用いる第２の制御チャネル６０３は、ＲＢ２にマッピング
される。１個のＲＢを用いる第２の制御チャネル６０４は、ＲＢ３にマッピングされる。
２個のＲＢを用いる第２の制御チャネル６０５は、ＲＢ４およびＲＢ５にマッピングされ
る。２個のＲＢを用いる第２の制御チャネル６０６は、ＲＢ６およびＲＢ７にマッピング
される。なお、第２の制御チャネル領域として設定されたが第２の制御チャネルがマッピ
ングされないＲＢ、すなわちＲＢ８～ＲＢ１５に対応するＶＲＢ／ＰＲＢには、データチ
ャネルをマッピングすることもできる。
【０１０９】
　図７は、第２の制御チャネルのマッピングの詳細を示す図である。図７では、図６で示
したＲＢ０およびＲＢ１のＲＢペアを示している。先頭の３つのＯＦＤＭシンボルは、第
１の制御チャネル領域である。１番目のスロットにおいて、ＲＢ０にはリソース７０１が
設定され、ＲＢ１にはリソース７０２が設定される。２番目のスロットにおいて、ＲＢ０
にはリソース７０３が設定され、ＲＢ１にはリソース７０４が設定される。また、図６で
示した第２の制御チャネル６０１はリソース７０１にマッピングされ、第２の制御チャネ
ル６０２はリソース７０２にマッピングされる。また、それぞれの第２の制御チャネルは
、端末固有参照信号が多重され、端末固有参照信号がマッピングされるリソースエレメン
トには、第２の制御チャネルはマッピングされないように予め規定することができる。ま
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た、第２の制御チャネル内にセル固有参照信号、伝送路状況測定用参照信号や制御情報等
の一部の信号がマッピングされる場合、そのマッピングされるリソースエレメントには、
第２の制御チャネルはマッピングされないように予め規定することができる。
【０１１０】
　以上のように、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方法
として、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢペアにおける各スロットを単位としてマッ
ピングされる方法を用いることによって、そのＲＢペアにおける各スロットに多重される
複数の端末固有参照信号は、第２の制御チャネルを復調処理する際に、平均化や補間等が
でき、伝搬路の優れた推定精度を実現できる。
【０１１１】
　図８は、１６個のＲＢを用いる第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルの
マッピングの一例を示す図である。図８では、１番目のスロットにおける第２の制御チャ
ネルのマッピングの例が示される。なお、２番目のスロットにも１番目のスロットと同様
に、かつ、独立に第２の制御チャネルがマッピングされる。図８で示す例では、それぞれ
の第２の制御チャネルが、ＲＢ（ＲＢペアにおける各スロット）に対して複数に分割した
リソースを単位としてマッピングされる。例えば、１６個のＲＢ（ＲＢ０～ＲＢ１５）に
対して、６個の第２の制御チャネルがマッピングされる。１個のＲＢに相当する情報量の
第２の制御チャネル８０１および１個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネル８０
２は、それぞれＲＢ０およびＲＢ１の一部のリソースにマッピングされる。１個のＲＢに
相当する情報量の第２の制御チャネル８０３および１個のＲＢに相当する情報量の第２の
制御チャネル８０４は、それぞれＲＢ２およびＲＢ３の一部のリソースにマッピングされ
る。２個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネル８０５および２個のＲＢに相当す
る情報量の第２の制御チャネル８０６は、それぞれＲＢ４～ＲＢ７の一部のリソースにマ
ッピングされる。なお、第２の制御チャネル領域として設定されたが第２の制御チャネル
がマッピングされないＲＢ、すなわちＲＢ８～ＲＢ１５に対応するＶＲＢ／ＰＲＢには、
データチャネルをマッピングすることもできる。
【０１１２】
　図９は、第２の制御チャネルのマッピングの詳細を示す図である。図９では、図８で示
したＲＢ０およびＲＢ１のＲＢペアを示している。先頭の３つのＯＦＤＭシンボルは、第
１の制御チャネル領域である。１番目のスロットにおいて、ＲＢ０の左側の６サブキャリ
アにはリソース９０１が設定され、ＲＢ０の右側の６サブキャリアにはリソース９０２が
設定され、ＲＢ１の左側の６サブキャリアにはリソース９０３が設定され、ＲＢ１の右側
の６サブキャリアにはリソース９０４が設定される。２番目のスロットにおいて、ＲＢ０
の左側の６サブキャリアにはリソース９０５が設定され、ＲＢ０の右側の６サブキャリア
にはリソース９０６が設定され、ＲＢ１の左側の６サブキャリアにはリソース９０７が設
定され、ＲＢ１の右側の６サブキャリアにはリソース９０８が設定される。また、第２の
制御チャネルをマッピングする単位は、リソース９０１およびリソース９０３、リソース
９０２およびリソース９０４、リソース９０５およびリソース９０７、リソース９０６お
よびリソース９０８のそれぞれである。また、図８で示した第２の制御チャネル８０１は
リソース９０１およびリソース９０３にマッピングされ、第２の制御チャネル８０２はリ
ソース９０２およびリソース９０４にマッピングされる。なお、図８で示した第２の制御
チャネル８０１はリソース９０１およびリソース９０４にマッピングされ、第２の制御チ
ャネル８０２はリソース９０２およびリソース９０３にマッピングされてもよい。これに
より、端末固有参照信号の数をそれぞれの第２の制御チャネルで同じになるため、伝搬路
推定の精度を同等にできる。
【０１１３】
　すなわち、設定された第２の制御チャネル領域における各ＲＢをＮ個のリソースに分割
し、第２の制御チャネルをその分割されたリソースにマッピングする場合、第２の制御チ
ャネルは複数のＲＢ内のＮ個の分割されたリソースにマッピングされる。
【０１１４】
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　また、それぞれの第２の制御チャネルは、端末固有参照信号が多重され、端末固有参照
信号がマッピングされるリソースエレメントには、第２の制御チャネルはマッピングされ
ないように予め規定することができる。また、第２の制御チャネル内にセル固有参照信号
、伝送路状況測定用参照信号や制御情報等の一部の信号がマッピングされる場合、そのマ
ッピングされるリソースエレメントには、第２の制御チャネルはマッピングされないよう
に予め規定することができる。ここで、分割されたリソースの集合を１つのＲＢと見なす
ことができる。すなわち、リソース９０１およびリソース９０３が１つＲＢと見なされ、
リソース９０２およびリソース９０４が１つのＲＢと見なされることができる。また、分
割されたリソースの集合に含まれる周波数の低いリソースから順に、ＲＢ番号が付される
ようにしてもよい。例えば、リソース９０１およびリソース９０３で構成されるＲＢがＲ
Ｂ０と見なされ、リソース９０２およびリソース９０４で構成されるＲＢをＲＢ１と見な
されるようにすることができる。
【０１１５】
　図９で示したように第２の制御チャネルをマッピングする場合、端末２００における第
２の制御チャネルに対する復調処理は、復調処理する第２の制御チャネルがマッピングさ
れるリソースのそれぞれにマッピングされる端末固有参照信号を用いて、それぞれ行われ
る。すなわち、リソース９０１およびリソース９０３にマッピングされる第２の制御チャ
ネルを復調処理する場合、端末２００はリソース９０１およびリソース９０３のそれぞれ
にマッピングされる端末固有参照信号を用いてそれぞれ復調処理される。
【０１１６】
　また、それぞれの第２の制御チャネルがマッピングされるリソースは同じプレコーディ
ング処理が行われることを予め規定しておくことにより、端末２００は、それらのリソー
スが同じプレコーディング処理が行われているものとして復調処理することができる。例
えば、端末２００は、それらのリソースにマッピングされる端末固有参照信号に対して平
均化や補間等を行うことができる。例えば、リソース９０１およびリソース９０３にマッ
ピングされる第２の制御チャネルを復調処理するに際し、端末２００は、リソース９０１
およびリソース９０３が同じプレコーディング処理が行われているものとして復調処理す
ることができる。
【０１１７】
　また、第２の制御チャネル領域では１つまたは複数のリソースブロック毎に同じプレコ
ーディング処理が行われることを予め規定しておくことにより、端末２００は、それらの
リソースが同じプレコーディング処理が行われているものとして復調処理することができ
る。例えば、端末２００は、それらのリソースにマッピングされる端末固有参照信号に対
して平均化や補間等を行うことができる。例えば、リソース９０１およびリソース９０３
にマッピングされる第２の制御チャネルを復調処理する場合を説明する。端末２００は、
リソース９０１にマッピングされる端末固有参照信号がリソース９０２にマッピングされ
る端末固有参照信号と同じプレコーディング処理を行っているものとして、復調処理する
ことができる。また、端末２００は、リソース９０３にマッピングされる端末固有参照信
号がリソース９０４にマッピングされる端末固有参照信号と同じプレコーディング処理を
行っているものとして、復調処理することができる。
【０１１８】
　また、第２の制御チャネルがマッピングされるそれぞれのリソースにおいて、そのリソ
ースと同じ周波数領域のもう一方のスロットにおけるリソースとの間で同じプレコーディ
ング処理が行われることを予め規定しておくことにより、端末２００は、それらのリソー
スが同じプレコーディング処理が行われているものとして復調処理することができる。例
えば、端末２００は、それらのリソースにマッピングされる端末固有参照信号に対して平
均化や補間等を行うことができる。例えば、リソース９０１およびリソース９０３にマッ
ピングされる第２の制御チャネルを復調処理する場合を説明する。端末２００は、リソー
ス９０１にマッピングされる端末固有参照信号がリソース９０５にマッピングされる端末
固有参照信号と同じプレコーディング処理を行っているものとして、復調処理することが
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できる。また、端末２００は、リソース９０３にマッピングされる端末固有参照信号がリ
ソース９０７にマッピングされる端末固有参照信号と同じプレコーディング処理を行って
いるものとして、復調処理することができる。
【０１１９】
　以上のように、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方法
として、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢペアにおける各スロットに対して複数に分
割したリソースを単位としてマッピングされる方法を用いることによって、第２の制御チ
ャネルが周波数方向に分散されてマッピングされるため、端末２００において周波数ダイ
バーシチ効果が得られる。特に、１個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネルは、
複数のＲＢの一部に分散されてマッピングされるため、端末２００において周波数ダイバ
ーシチ効果が得られる。また、２個以上のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネルは
、周波数ダイバーシチ効果を得るためのリソース割り当てによるスケジューリングの負荷
を増やすこと無く、周波数ダイバーシチ効果が得られる。
【０１２０】
　図９では、１個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネルがマッピングされる場合
を説明したが、２個以上のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネルにおいても同様に
マッピングできる。例えば、２個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネル８０５は
、４つのＲＢのうち、それぞれのＲＢにおける左側の６サブキャリアを用いてマッピング
される。
【０１２１】
　また、以上の説明では、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢを周波数方向に６サブ
キャリアずつの２つに分割したリソースを単位としてマッピングした場合を説明したが、
これに限定されるものではない。すなわち、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢを周
波数方向に複数に分割したリソースにマッピングすることができる。例えば、第２の制御
チャネルは、それぞれのＲＢを周波数方向にＮ個のリソースに分割する場合、それぞれの
分割されたリソースはｎＲＢ

ＳＣ／Ｎを超えない整数個のサブキャリアで構成され、その
リソースを単位としてマッピングすることができる。ただし、ｎＲＢ

ＳＣは１つのＲＢに
おけるサブキャリアの数である。例えば、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢを周波
数方向に４サブキャリアずつの３つに分割したリソースを単位としてマッピングすること
ができる。
【０１２２】
　また、以上の説明では、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢを周波数方向に分割し
たリソースを単位としてマッピングした場合を説明したが、これに限定されるものではな
い。例えば、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢを時間方向に分割したリソースを単
位としてマッピングすることができる。例えば、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢ
を時間方向にＯＦＤＭシンボル単位でＮ個のリソースに分割する場合、それぞれの分割さ
れたリソースはｎＲＢ

ＳＹＭＢＯＬ／Ｎを超えない整数個のサブキャリアで構成され、そ
のリソースを単位としてマッピングすることができる。ただし、ｎＲＢ

ＳＹＭＢＯＬは第
２の制御チャネルをマッピングできる１つのＲＢにおけるＯＦＤＭシンボルの数である。
また、例えば、第２の制御チャネルは、それぞれのＲＢを時間方向および周波数方向に分
割されたリソース（リソースエレメント、リソースエレメントの集合）を単位としてマッ
ピングすることができる。その場合、端末２００は、端末固有参照信号が、それぞれのＲ
Ｂ内で同じプレコーディング処理がされているものと想定して、伝搬路推定を行ってもよ
い。また、端末２００は、セル固有参照信号を用いて、伝搬路推定を行ってもよい。
【０１２３】
　また、例えば、第２の制御チャネルは、第２の制御チャネルの領域として設定された領
域内の複数のリソースエレメントからリソースエレメントグループを構成し、そのリソー
スエレメントグループの集合を単位としてマッピングすることができる。具体的には、１
つのＲＢをＮ個に分割する場合、Ｎ個のＲＢに対して、連続するリソースエレメントグル
ープ番号を付し、予め規定されて方法を用いて、Ｎ個の第２の制御チャネルをマッピング
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できるように設定する。例えば、そのリソースエレメントグループ番号をＮで除した余り
に基づいて、第２の制御チャネルをマッピングするリソースとすることができる。例えば
、１つのＲＢを２個に分割する場合、２個のＲＢに対して、連続するリソースエレメント
グループ番号を付し、そのリソースエレメントグループ番号を２で除した余りが０のリソ
ースと１のリソースを設定し、それぞれのリソースに第２の制御チャネルをマッピングす
ることができる。
【０１２４】
　以下では、端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳを説明する。
図１０は、端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳの一例を示す図
である。図１０では、図６および図７で示したような、第２の制御チャネル領域に対する
第２の制御チャネルのマッピング方法として、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢペア
における各スロットを単位としてマッピングされる方法を用いた場合のＳＳを示している
。また、図１１は、端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳの一例
を示す図である。図１１では、図８および図９で示したような、第２の制御チャネル領域
に対する第２の制御チャネルのマッピング方法として、それぞれの第２の制御チャネルが
ＲＢペアにおける各スロットに対して複数に分割したリソースを単位としてマッピングさ
れる方法を用いた場合のＳＳを示している。
【０１２５】
　端末２００における第２の制御チャネルを検索するためのＳＳは、１つ以上のリソース
ブロックからＳＳを構成することができる。すなわち、第２の制御チャネル領域として設
定された領域内のリソースブロックを単位とし、１つ以上のリソースブロックからなる集
合（ＲＢ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）により構成される。この集合を構成するＲＢの数を
、「ＲＢ集合レベル」（ＲＢ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）と称す。最も小さ
いＲＢから番号の連続する複数のＲＢからＳＳは構成され、番号の連続する１つ以上のＲ
Ｂの数は予め決められている。各ＲＢ集合レベルのＳＳは、複数の第２の制御チャネルの
候補の集合体により構成される。
【０１２６】
　基地局１００は、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方
法のいずれかによって、端末２００において設定されるＳＳ内の１個以上のＲＢを用いて
第２の制御チャネルを送信する。端末２００は、ＳＳ内の１個以上のＲＢを用いて受信信
号の復号を行ない、自身宛ての第２の制御チャネルを検出するための処理を行なう（ブラ
インドデコーディングする）。端末２００は、図１０および図１１で示すように、ＲＢ集
合レベル毎に異なるＳＳを設定する。その後、端末２００は、ＲＢ集合レベル毎に異なる
ＳＳ内の予め決められた組み合わせのＲＢを用いてブラインドデコーディングを行なう。
言い換えると、端末２００は、ＲＢ集合レベル毎に異なるＳＳ内の各第２の制御チャネル
の候補に対してブラインドデコーディングを行なう（Ｅ－ＰＤＣＣＨをモニタリングする
）。
【０１２７】
　以下では、以上で説明した第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッ
ピング方法の設定（切替）について説明する。また、ここでは、第２の制御チャネル領域
に対する第２の制御チャネルのマッピング方法として、図６および図７で説明したように
、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢを単位としてマッピングされる方法と、図８およ
び図９で説明したように、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢに対して複数に分割した
リソースを単位としてマッピングされる方法との設定方法について説明する。
【０１２８】
　第２の制御チャネルのマッピングに関する設定方法（切替方法）の一例では、基地局１
００は、端末２００に対して、ＲＲＣシグナリングまたはＰＤＣＣＨシグナリングを通じ
て、基地局１００が端末２００に用いた第２の制御チャネルのマッピング方法を示す情報
を、基地局固有または端末固有の制御情報として、通知する。例えば、第２の制御チャネ
ルの端末固有設定情報は、第２の制御チャネルのマッピング方法を示す情報を含んで構成
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される。また、例えば、第２の制御チャネルのマッピング方法を示す情報は、報知される
システム情報として報知される。これにより、基地局１００は、端末２００に対して、第
２の制御チャネルのマッピングに関する設定の自由度を高めることができるため、効率の
良いデータ伝送が実現できる。
【０１２９】
　第２の制御チャネルのマッピングに関する設定方法（切替方法）の別の例では、基地局
１００は、端末２００に対して、基地局１００が端末２００に用いた第２の制御チャネル
のマッピング方法を黙示的に通知してもよい。例えば、端末２００は、基地局１００に通
知または報知される制御情報に基づいて、第２の制御チャネルのマッピング方法を設定さ
れることができる。例えば、端末２００は、基地局１００に通知される送信モードに基づ
いて、第２の制御チャネルのマッピング方法を設定されることができる。具体的には、端
末２００は、基地局１００により第１の送信モードが通知された場合、それぞれの第２の
制御チャネルがＲＢを単位としてマッピングされる方法が設定され、基地局１００により
第２の送信モードが通知された場合、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢに対して複数
に分割したリソースを単位としてマッピングされる方法が設定される。例えば、端末２０
０は、基地局１００に通知される基地局１００のアンテナポート数に基づいて、第２の制
御チャネルのマッピング方法を設定されることができる。これにより、基地局１００は、
端末２００に対して、新たな制御情報を通知することなく、第２の制御チャネルのマッピ
ングに関する設定が実現できるので、制御情報のオーバーヘッドを低減できる。また、第
２の制御チャネルのマッピングに関する設定が送信モードに基づいて行われるため、送信
モードに規定または想定される送信方法によって設定することができ、効率の良いデータ
伝送が実現できる。
【０１３０】
　第２の制御チャネルのマッピングに関する設定方法（切替方法）の別の例では、基地局
１００が端末２００に用いた第２の制御チャネルのマッピング方法を黙示的に通知する方
法として、端末２００は、基地局１００に通知されるリソース割り当てタイプに基づいて
、第２の制御チャネルのマッピング方法を設定されることができる。具体的には、端末２
００は、基地局１００によりリソース割り当てタイプとしてタイプ０またはタイプ２Ｌｏ
ｃａｌｉｚｅｄが通知された場合、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢを単位としてマ
ッピングされる方法が設定される。また、端末２００は、基地局１００によりリソース割
り当てタイプとしてタイプ１またはタイプ２Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄが通知された場合、
それぞれの第２の制御チャネルがＲＢに対して複数に分割したリソースを単位としてマッ
ピングされる方法が設定される。これにより、基地局１００は、端末２００に対して、新
たな制御情報を通知することなく、第２の制御チャネルのマッピングに関する設定が実現
できるので、制御情報のオーバーヘッドを低減できる。また、第２の制御チャネルのマッ
ピングに関する設定がリソース割り当てタイプに基づいて行われるため、ＰＲＢに対して
連続してマッピングされない場合に周波数ダイバーシチ効果を高めることができ、効率の
良いデータ伝送が実現できる。
【０１３１】
　第２の制御チャネルのマッピングに関する設定方法（切替方法）の別の例では、基地局
１００が端末２００に用いた第２の制御チャネルのマッピング方法を黙示的に通知する方
法として、端末２００は、第２の制御チャネルにおける制御情報のフォーマット（ＤＣＩ
フォーマット）に基づいて、第２の制御チャネルのマッピング方法を設定されることがで
きる。具体的には、端末２００は、ＤＣＩフォーマットのビット数が所定数よりも少ない
第２の制御チャネルに対しては、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢを単位としてマッ
ピングされる方法が設定される。また、端末２００は、ＤＣＩフォーマットのビット数が
所定数よりも多い第２の制御チャネルに対しては、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢ
に対して複数に分割したリソースを単位としてマッピングされる方法が設定される。これ
により、基地局１００は、端末２００に対して、新たな制御情報を通知することなく、第
２の制御チャネルのマッピングに関する設定が実現できるので、制御情報のオーバーヘッ
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ドを低減できる。また、第２の制御チャネルのマッピングに関する設定がＤＣＩフォーマ
ットに基づいて行われるため、ＤＣＩフォーマットのビット数に応じて周波数ダイバーシ
チ効果を切り替えることができ、効率の良いデータ伝送が実現できる。
【０１３２】
　第２の制御チャネルのマッピングに関する設定方法（切替方法）の別の例では、端末２
００は、第２の制御チャネル領域内のブラインドデコーディングにおけるアグリゲーショ
ンレベルに基づいて、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング
方法を設定することができる。図１２は、端末２００における第２の制御チャネルを検索
するためのＳＳの一例を示す図である。端末２００が第２の制御チャネル領域内の第２の
制御チャネルをブラインドデコーディングするに際し、アグリゲーションレベルが１の場
合は、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢに対して複数に分割したリソースを単位とし
てマッピングされる方法を用い、アグリゲーションレベルが１以外の場合は、それぞれの
第２の制御チャネルがＲＢを単位としてマッピングされる方法を用いる。一方、基地局１
００は、端末２００に送信する第２の制御チャネルのビット数（情報量）または送信する
ために必要なＲＢ数に基づいて、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チャネルの
マッピング方法を設定することができる。例えば、基地局１００は、端末２００に送信す
る第２の制御チャネルに必要なＲＢ数が１の場合、それぞれの第２の制御チャネルがＲＢ
に対して複数に分割したリソースを単位としてマッピングされる方法を用いる。基地局１
００は、端末２００に送信する第２の制御チャネルに必要なＲＢ数が２以上の場合、それ
ぞれの第２の制御チャネルがＲＢを単位としてマッピングされる方法を用いる。これによ
り、基地局１００は、端末２００に対して、新たな制御情報を通知することなく、第２の
制御チャネルのマッピングに関する設定が実現できるので、制御情報のオーバーヘッドを
低減できる。また、１個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネルは、複数のＲＢの
一部に分散されてマッピングされるため、端末２００において周波数ダイバーシチ効果が
得られる。また、１個以上のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネルは、そのＲＢペ
アにおける各スロットに多重される複数の端末固有参照信号に対して、第２の制御チャネ
ルを復調処理する際に、平均化や補間等ができ、伝搬路の優れた推定精度を実現できる。
【０１３３】
　なお、以上の説明では、全ての端末が、第２の制御チャネル領域に対する第２の制御チ
ャネルのマッピングに関して、規定された全ての方法を用いることができる場合を説明し
たが、これに限定されるものではない。すなわち、端末２００は、基地局１００に対して
、端末２００が対応できる機能を示す情報（端末ケイパビリティ情報、ＦＧＩ（Feature 
Group Indicator））として、用いることができる第２の制御チャネルのマッピング方法
を示す情報を通知してもよい。
【０１３４】
　なお、以上の説明では、第２の制御チャネルが各ＲＢを複数に分割されたリソースを用
いてマッピングされる場合を説明したが、これに限定されるものではない。例えば、ＶＲ
Ｂまでのマッピングは、第２の制御チャネルがＲＢを単位としてマッピングされる場合と
同様の方法を用い、ＶＲＢからＰＲＢへのマッピングにおいて、第２の制御チャネルがマ
ッピングされる一部または全部のＶＲＢを複数に分割し、予め規定されて方法によりＰＲ
Ｂへマッピングされることができる。例えば、複数に分割されたＶＲＢは、それらの一部
または全部のＶＲＢ間で入れ替え処理を行った後、ＰＲＢマッピングをすることができる
。
【０１３５】
（第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。本第２の実施形態における通信シス
テムは、第１の実施形態における通信システムと同様である。本実施形態では、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨ（第２の制御チャネル）に対するＰＵＣＣＨリソースの割り当ての例について説明
する。以下では、第１の実施形態で説明した部分を省略する。
【０１３６】
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　Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＲＢには、ＲＢを識別するための番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ
ＲＢが

付与されている。Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＲＢは、第１スロットと第２スロットとで、個
別にＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＲＢが配置され、ＲＢを識別するための番号も個別に割り
振られる。ここでは、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢが第１の制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）に対す
るＰＵＣＣＨリソースの割り当てのための制御情報とは独立して設定される場合について
説明する。すなわち、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢの値の一部は、第１の制御チャネルに対する
ＰＵＣＣＨリソースの割り当てによって取り得る値と重複する。
【０１３７】
　端末２００は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域で、下りリンクのデータチャネルの割り当て情報（
以下では、下りリンクグラントと呼称する）を検出すると、下りリンクグラントを含むＥ
－ＰＤＣＣＨを構成するＲＢのうち、ＲＢ番号が最も小さいＲＢのＲＢ番号に応じたＰＵ
ＣＣＨリソースを用いて、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データ（ＰＤＳ
ＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を報告する。
【０１３８】
　逆に、基地局１００は、下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを配置する際、端末
２００が下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲＱ
応答情報を報告するＰＵＣＣＨリソースに対応するＲＢにＥ－ＰＤＣＣＨを配置するよう
にする。また、基地局１００は端末２００に送信したＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ応答
情報を、予めスケジューリングしたＰＵＣＣＨを介して受信する。
【０１３９】
　ここで、ＨＡＲＱ応答情報は、データチャネルにおける送信データに対して、端末２０
０が正しく受信したか否かを示す情報である。例えば、端末２００が送信データを正しく
受信した場合のＨＡＲＱ応答情報は、肯定応答（ＡＣＫ；Acknowledgement）を示す。端
末２００が送信データを正しく受信しなかった場合のＨＡＲＱ応答情報は、否定応答（Ｎ
ＡＣＫ；Negative Acknowledgement）を示す。また、ＨＡＲＱ応答情報は、誤り訂正符号
化が行われる送信データ（コードワード）毎に生成および通知することができる。
【０１４０】
　ここで、ＰＵＣＣＨリソースに関して説明する。ＨＡＲＱ応答情報は、サイクリックシ
フトされた擬似ＣＡＺＡＣ（Ｃｏｎｓｔａｎｔ－Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｚｅｒｏ－Ａｕｔ
ｏＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）系列を用いて、上りリンクにおけるＳＣ－ＦＤＭＡ（Single
 Carrier Frequency Division Multiple Access）を構成するサンプル領域に拡散され、
さらに符号長が４の直交符号ＯＣＣ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｃｏｖｅｒ　Ｃｏｄｅ）を
用いてスロット内の４ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに拡散される。また、２つの符号により拡
散されたシンボルは、２つの周波数が異なるＲＢにマッピングされる。こうして、ＰＵＣ
ＣＨリソースは、サイクリックシフト量・直交符号・マッピングされるＲＢの３つの要素
により規定される。なお、ＳＣ－ＦＤＭＡサンプル領域におけるサイクリックシフトは、
周波数領域で一様増加する位相回転で表現することもできる。
【０１４１】
　以下では、ＰＵＣＣＨリソースの具体的な割り当て方法の例を説明する。下りリンクグ
ラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＲＢのうち、最初のＲＢのＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣ

ＣＨ
ＲＢに端末固有のパラメータであるＮＤを加算した値に一致するインデックスｎＰＵ

ＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソースが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信デー
タのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。
【０１４２】
　ここで、前述したように、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域におけるＲＢのＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣ

Ｈ
ＲＢと、第１の制御チャネルに対するＰＵＣＣＨリソースの割り当てのための制御情報

とを個別に番号付けしているため、基地局１００は、同一サブフレーム内でＰＤＣＣＨと
Ｅ－ＰＤＣＣＨとをそれぞれ１個以上配置する場合や、同一サブフレーム内でＥ－ＰＤＣ
ＣＨを２個以上配置する場合、各ＰＤＣＣＨあるはＥ－ＰＤＣＣＨにマッピングされる下
りリンクグラントに対応する下りリンク送信データ（ＰＤＳＣＨ）のＨＡＲＱ応答情報を



(32) JP 5884152 B2 2016.3.15

10

20

30

40

50

報告するＰＵＣＣＨリソースが、すべて異なる番号になるように下りリンクグラントをＰ
ＤＣＣＨまたはＥ－ＰＤＣＣＨに配置するスケジューリングを行う。
【０１４３】
　また、１つのＥ－ＰＤＣＣＨに対応して複数のＰＵＣＣＨリソースが必要である場合、
下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＲＢのうち、ＲＢ番号が最も小さい
ＲＢのＲＢ番号を応じたＰＵＣＣＨリソースに加えて、そのＰＵＣＣＨリソースより１つ
インデックスが大きいＰＵＣＣＨリソースが用いられる。
【０１４４】
　図１３は、第２の制御チャネルに対するＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である
。なお、図１３に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、図６および図７で示したような、第２の制御チ
ャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方法として、それぞれの第２の制御
チャネルがＲＢを単位としてマッピングされる方法を用いた場合を示している。また、Ｅ
－ＰＤＣＣＨ領域内のＲＢを識別するための番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢは、周波数の低い
ＲＢ、または、ＶＲＢにマッピングされる際のＶＲＢ番号の低いＲＢ、または、ＰＲＢに
マッピングされる際のＰＲＢ番号の低いＲＢから順に番号が付される。
【０１４５】
　図１３に示す例では、下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＲＢのうち
、ＲＢ１にマッピングされた第２の制御チャネル１３０１に対するＰＵＣＣＨリソースの
割り当てを示す。また、端末固有のパラメータであるＮＤが３である場合を示している。
第２の制御チャネル１３０１の最初のＲＢのＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢに端末固有の
パラメータであるＮＤを加算した値に一致するインデックスｎＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣ
Ｈリソース１３０２と、最初のＲＢのＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢに１と端末固有のパ
ラメータであるＮＤを加算した値に一致するインデックスｎＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨ
リソース１３０３とが、下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データのＨＡＲＱ
応答情報に対して割り当てられたＰＵＣＣＨリソースである。なお、複数個のＰＵＣＣＨ
リソースが必要である場合は、同様にして、１つずつ大きいインデックスのＰＵＣＣＨリ
ソースを用いれば良い。
【０１４６】
　図１４は、第２の制御チャネルに対するＰＵＣＣＨリソースの割り当てを示す図である
。なお、図１４に示すＥ－ＰＤＣＣＨは、図８および図９で示したような、第２の制御チ
ャネル領域に対する第２の制御チャネルのマッピング方法として、それぞれの第２の制御
チャネルがＲＢに対して複数に分割したリソースを単位としてマッピングされる方法を用
いた場合を示している。また、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領域内のＲＢを識別するための番号ｎＥ－

ＰＤＣＣＨ
ＲＢは、周波数の低いＲＢ、または、ＶＲＢにマッピングされる際のＶＲＢ番

号の低いＲＢ、または、ＰＲＢにマッピングされる際のＰＲＢ番号の低いＲＢから順に番
号が付される。また、それぞれのＥ－ＰＤＣＣＨがマッピングされるリソースに予め規定
された方法に基づいてＲＢ番号を付ける。例えば、各ＲＢに対して周波数方向に分割する
場合、周波数の低いリソースから順にＲＢ番号が付される。また、各ＲＢに対して時間方
向に分割する場合、時間的に早いリソースから順にＲＢ番号が付される。また、各ＲＢに
対して周波数方向および時間方向に分割する場合、周波数の低いリソースおよび／または
時間的に早いリソースから順にＲＢ番号が付される。
【０１４７】
　図１４に示す例では、下りリンクグラントを含むＥ－ＰＤＣＣＨを構成するＲＢのうち
、ＲＢ１にマッピングされた第２の制御チャネル１４０１に対するＰＵＣＣＨリソースの
割り当てを示す。ここで、１個のＲＢに相当する情報量の第２の制御チャネル１４０１は
、ＲＢ０およびＲＢ１に分散されて配置されるが、予め規定された方法に基づいた番号付
けにより、ＲＢ１にマッピングされた第２の制御チャネルと見なすことができる。また、
端末固有のパラメータであるＮＤが３である場合を示している。第２の制御チャネル１４
０１の最初のＲＢのＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢに端末固有のパラメータであるＮＤを
加算した値に一致するインデックスｎＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソース１４０２と、
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最初のＲＢのＲＢ番号ｎＥ－ＰＤＣＣＨ
ＲＢに１と端末固有のパラメータであるＮＤを加

算した値に一致するインデックスｎＰＵＣＣＨを持つＰＵＣＣＨリソース１４０３とが、
下りリンクグラントに対応する下りリンク送信データのＨＡＲＱ応答情報に対して割り当
てられたＰＵＣＣＨリソースである。なお、複数個のＰＵＣＣＨリソースが必要である場
合は、同様にして、１つずつ大きいインデックスのＰＵＣＣＨリソースを用いれば良い。
【０１４８】
　なお、図１３および図１４ではｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢが０から順番に振られている場合
について説明したが、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢはＥ－ＰＤＣＣＨ領域内の各ＲＢがマッピン
グされるＶＲＢに振られているＶＲＢ番号であっても良い。あるいは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ領
域内をブラインドデコーディングするときは、－ＰＤＣＣＨ領域内のＲＢに順に振られた
ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢを用い、ＰＵＣＣＨリソースとの関連付けに置いてはＶＲＢ番号を
用いるようにすることもできる。Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースからＰＵＣＣＨリソースへのマ
ッピングは、ｎＥ－ＰＤＣＣＨ

ＲＢをＶＲＢ番号に入れ替えるだけで、図１３および図１
４を用いて説明した方法と同様のマッピング方法を用いることができる。
【０１４９】
　なお、上記各実施形態では、データチャネル、制御チャネル、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ
および参照信号のマッピング単位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、
時間方向の送信単位としてサブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限る
ものではない。任意の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用
いても、同様の効果を得ることができる。なお、上記各実施形態では、プレコーディング
処理されたＲＳを用いて復調する場合について説明し、プレコーディング処理されたＲＳ
に対応するポートとして、ＭＩＭＯのレイヤーと等価であるポートを用いて説明したが、
これに限るものではない。この他にも、互いに異なる参照信号に対応するポートに対して
、本発明を適用することにより、同様の効果を得ることができる。例えば、Ｐｒｅｃｏｄ
ｅｄ　ＲＳではなくＵｎｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳを用い、ポートとしては、プリコーディ
ング処理後の出力端と等価であるポートあるいは物理アンテナ（あるいは物理アンテナの
組み合わせ）と等価であるポートを用いることができる。
【０１５０】
　本発明に関わる基地局１００および端末２００で動作するプログラムは、本発明に関わ
る上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータ
を機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理
時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体
としては、半導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例え
ば、ＤＶＤ、ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキ
シブルディスク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行する
ことにより、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に
基づき、オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同し
て処理することにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０１５１】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局１００および端末２００の一部、または全部を典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局１００および端末２００の各
機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化して
もよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実
現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現
した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１５２】
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　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１５３】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【０１５４】
１００、１５０１　基地局
１０１、２０６　上位レイヤー
１０２　データチャネル生成部
１０３　第２の制御チャネル生成部
１０４　端末固有参照信号多重部
１０５　プレコーディング部
１０６　第１の制御チャネル生成部
１０７　セル固有参照信号多重部
１０８　送信信号生成部
１０９　送信部
２００、１５０２、１５０３、１５０４　端末
２０１　受信部
２０２　受信信号処理部
２０３　伝搬路推定部
２０４　制御チャネル処理部
２０５　データチャネル処理部
６０１～６０６、８０１～８０６、１３０１、１４０１　第２の制御チャネル
７０１～７０４、９０１～９０８　リソース
１４０２、１４０３、１５０２、１５０３　ＰＵＣＣＨリソース
１５０４、１５０５、１６０５、１６０６　下りリンク
１６０１　マクロ基地局
１６０２　ＲＲＨ
１６０３　回線
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